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NetVault Backup Plug-in for MySQL    
－ はじめに 

• NetVault Backup Plug-in for MySQL ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup Plug-in for MySQL ：

概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for MySQL （Plug-in for MySQL） は、 複数の MySQL ス ト レージ ・ エンジンの

バッ クア ッ プ と リ カバリ を、 複雑なスク リ プ ト 作成の必要もな く 単一のジ ョ ブに統合し ます。 ［MySQL 
Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ン （MEB ベース ・ バッ クア ッ プ方法） を使用する場合、 本プラグイ ンは

バッ クア ッ プ中の InnoDB テーブルに対するホ ッ ト ・ バッ クア ッ プをサポー ト し ます。 ［MySQL 
Standard/Community］ オプシ ョ ン （mysqldump ベース ・ バッ クア ッ プ方法） を使用する場合、 本プラグイ ン

は読み取り専用アクセスでデータ をオン ラ イ ンに保ちながら、 すべてのテーブルのウォーム ・ バッ クア ッ プをサ
ポー ト し ます。 また、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用する こ とによ り、 プラグイ ンはさ ら

に細かい リ ス ト アを実行する高度な特定時点 （PIT） リ ス ト ア機能を提供し ます。 この機能によ り正確な時点へ

のリ ス ト アが可能になるため、 データの損失を大幅に低減できます。

主な利点
• MySQL 環境に対する安心感を高め、 リ スク を低減 ： Plug-in for MySQL には、 複雑なバッ クア ッ プ ・ ス

ク リ プ ト の作成は必要あり ません。 また、 多様な リ カバリ ・ シナ リ オに対応できる柔軟性を備えていま
す。 ユーザーは、 MySQL に関する詳細な知識がな く ても、 コ ミ ッ ト された ト ラ ンザクシ ョ ンがバッ ク

ア ッ プ中に失われないよ う にするバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを実装し た り、 バイナ リ ・ ログをパージする
適切な タ イ ミ ングを把握する こ とができます。 この知識はすべてプ ラグイ ンに組み込まれています。

このほか、 Plug-in for MySQL の柔軟なバッ クア ッ プ機能には以下のものがあ り ます。

▪ データ をオン ラ イ ンにし た状態、 すなわちアクセス可能な状態でフル、 増分、 および差分バッ ク
ア ッ プを実行

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンに渡って共通のユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを採用

▪ テーブル ・ レベルおよび表示レベルまで保護

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンを単一のジ ョ ブに統合
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

NetVault Backup Plug-in for MySQL － はじめに      
5



プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバリ作業を
おろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、 MySQL データが保護さ

れている こ とが分かっているため、 IT 管理者の安心感は高ま り ます。

• 高速な リ ス ト アによ り ダウン タ イムを短縮 ： リ ス ト ア対象、 リ ス ト ア元のバッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 、 また
該当する場合はリ ス ト アする時点または位置を選択するだけで、 プ ラグイ ンが自動的に リ ス ト アを実行
するため、 それ以上の操作は不要です。 また、 人的な操作への依存を低減する こ とによ って リ ス ト アを
高速化するだけでな く 、 再起動を必要とする複雑なスク リ プ ト の構文エラーの可能性も排除し ます。

このほか、 Plug-in for MySQL は以下のリ ス ト ア機能を備えています。

▪ 時間および位置に基づ く 特定時点のフルおよび増分リ ス ト ア

▪ イ ンス タ ンス全体、 個々のデータベース、 または個々のテーブルと表示のリ ス ト ア 

▪ リ ス ト ア中のデータベース名の変更

▪ 代替 MySQL イ ンス タ ンスへのリ ス ト ア

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護でオフサイ ト ・ バッ クア ッ
プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault Backup との統合を有効に活用

し ます。 NetVault Backup では、 バッ クア ッ プの保存先バッ クア ッ プ ・ デバイスを柔軟に選択する こ とが

できます。 バッ クア ッ プをオン ラ イ ンで仮想テープ ・ ラ イブ ラ リ （VTL） に保存できます。 また、 その

ジ ョ ブを複数の MySQL イ ンス タ ンスや、 その他の専用データベースで共有される物理テープ ・ ラ イブラ

リ、 または一般的なバッ クア ッ プ ・ フ ァ イル用の物理テープ ・ ラ イブ ラ リ にも複製できます。

• 高度な MySQL レプ リ ケーシ ョ ン技術のサポー ト  － 『MySQL リ フ ァ レンス ・ ガイ ド』 で詳し く 説明さ

れているよ う に、 MySQL は、 1 台のサーバーがマス タ と し て、 その他の 1 台以上のサーバーがスレーブ

と し て機能する、 一方向の非同期レプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト し ています。

単一マス タ ・ レプ リ ケーシ ョ ンでは、 マス タ ・ サーバーはそのバイナ リ ・ ログに更新を書き込み、 これ
らのフ ァ イルのイ ンデッ クスを管理し てログ ・ ローテーシ ョ ンを追跡し ます。 バイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イ
ルは、 スレーブ ・ サーバーに送信される更新の記録と し て機能し ます。 スレーブはマス タに接続する と、
スレーブが最後に正し く 更新を行った と きにど こ までログを読み取ったかをマス タに通知し ます。 ス
レーブは、 それ以降に行われた更新を受信し てブロ ッ ク し、 マス タが新たな更新を通知するまで待機し
ます。

Plug-in for MySQL は、 MySQL 環境が保護され、 障害復旧に備えてオフサイ ト に保存されている とい う

安心感を提供し ます。 同時に、 管理者が 24x7 体制で待機する必要がな く な り ます。 経験が浅 く ても リ ス

ト アを開始できるため、 ダウン タ イムが短縮され、 ビジネス継続性が高ま り ます。

機能概要
• ク ラス タ対応の MySQL サーバー 5.6 をベース と し た MySQL Cluster Network Database （NDB） 7.x のサ

ポー ト 。 この機能ではバッ クア ッ プに mysqldump ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。

• ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンでは、 以下の機能がサポー ト されます。

▪ フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ

▪ 差分バッ クア ッ プ

▪ 個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ

▪ InnoDB、 MyISAM、 MERGE （または MRG_MyISAM）、 Memory/Heap、 Federated、 Berkeley DB
（BDB）、 Archive、 および CSV ス ト レージ ・ エンジンをサポー ト

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンに渡って共通のユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを採用

▪ 時間および位置に基づ く PIT リ ス ト ア

▪ データ損傷の前および後への PIT リ ス ト ア

▪ 個々のテーブル、 データベース、 またはイ ンス タ ンス全体のリ ス ト ア
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▪ リ ス ト ア中にデータベース名を変更

▪ 代替イ ンス タ ンスへのリ ス ト ア

▪ MySQL レプ リ ケーシ ョ ンのスレーブおよびマス タ ・ イ ンス タ ンスのバッ クア ッ プをサポー ト

• ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンでは、 以下の機能がサポー ト されます。

▪ フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ

▪ InnoDB、 MyISAM、 MERGE （または MRG_MyISAM）、 Archive、 および CSV ス ト レージ ・ エン

ジン

▪ InnoDB テーブルのホ ッ ト ・ バッ クア ッ プ

▪ 転送可能なテーブルスペース （TTS） バッ クア ッ プ

▪ 複数のス ト レージ ・ エンジンに渡って共通のユーザー ・ イ ン ターフ ェ イスを採用

▪ 個々のテーブル、 データベース、 またはイ ンス タ ンス全体のリ ス ト ア

▪ TTS バッ クア ッ プのリ ス ト ア中での単一テーブルの名前変更

• ポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク WebUI

対象ユーザー
ルーチン的なバッ クア ッ プ ・ オペレーシ ョ ンの作成および実行に MySQL データベース管理者の高度なスキルは

要求されませんが、 バッ クア ッ プおよびリ カバリ戦略を効率的に定義し た り、 高度な リ カバリ ・ シナ リ オを実行
する場合はこのスキルが要求されます。

参考資料
Quest は、 本プ ラグイ ンの設定時および使用中に以下のド キュ メ ンテーシ ョ ンをすぐに利用できるよ う準備し て

お く こ と をお勧めし ます。

• MariaDB ド キュ メ ンテーシ ョ ン ： https://mariadb.com/kb/en/library/documentation/

• 『MySQL <X> リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 （こ こで、 <X> は、 MySQL サーバーにイ ンス ト ールされた

MySQL バージ ョ ンを示し ます）。

▪ MySQL 5.7 ： http://dev.mysql.com/doc/refman/5.7/en/index.html

▪ MySQL 5.6 ： http://dev.mysql.com/doc/refman/5.6/en/index.html

▪ MySQL 5.5 ： http://dev.mysql.com/doc/refman/5.5/en/index.html

• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン

▪ Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サー

バーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

▪ Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の

使用方法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

▪ Quest NetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ

リ テ ィ の詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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プ ラグイ ンのイ ンス ト ールと削除

• イ ンス ト ールの前提条件

• 推奨構成の確認

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの削除

• 特定 MySQL イ ンス タ ンスの削除

イ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for MySQL のイ ンス ト ールにあた り、 MySQL サーバーと し て使用するマシンに以下のソ フ ト ウ ェ アがイ

ンス ト ールされ、 かつ正し く 設定されている こ と を確認し ます。

• NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア ： MySQL サーバーと し て構成されたマシ

ン上に、 少な く と も ク ラ イアン ト ・ バージ ョ ンの NetVault Backup ソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールする必要

があり ます。

• MySQL データベース ・ ソ フ ト ウ ェ ア

• MySQL サーバーでバイナ リ ・ ログを有効にする （ MySQL Standard/Community オプシ ョ ンのみ） この

設定によ り、 MySQL サーバーの特定時点 （PIT） バッ クア ッ プおよびリ ス ト アがサポー ト されます。 詳

細は、 「MySQL サーバーでのバイナリ ・ ログの有効化 （MySQL Standard/Community オプシ ョ ンのみ）」

を参照し て く だ さい。

• 適切なバージ ョ ンの MySQL データベース ・ ク ラ イアン ト ・ パッ ケージ ： プ ラグイ ンは、 MySQL ク ラ イ

アン ト ・ パッ ケージ と と もにイ ンス ト ールし たコ ンポーネン ト と対話し、 プ ラグイ ンのよ り多 く の機能
へのアクセスを可能にし ます。 このパッ ケージ と と もにイ ンス ト ールされる コ ンポーネン ト のバージ ョ
ンは、 イ ンス ト ールされている MySQL のバージ ョ ン と互換性がある こ とが必要です。 まず、 以下の 2 つ

の MySQL コ ンポーネン ト を イ ンス ト ールし、 そのバージ ョ ンを確認する必要があ り ます。

▪ mysqldump ： このユーテ ィ リ テ ィ は、 さ まざまな タ イプの MySQL ス ト レージ ・ エンジンのバッ

クア ッ プ / リ ス ト アを可能にし ます。 このコ ンポーネン ト のバージ ョ ンが、 旧バージ ョ ンの  
Plug-in for MySQL と と もに提供されたバージ ョ ンではな く 、 ご利用中の MySQL のバージ ョ ン と

互換性がある こ と を確認する必要があり ます。

▪ mysqlbinlog ： このユーテ ィ リ テ ィ は、 データの PIT バッ ク ア ッ プおよびリ ス ト アを可能にし ま

す。 このコ ンポーネン ト がイ ンス ト ールされている MySQL バージ ョ ン と併用できる適切なバー

ジ ョ ンであるかを確認する必要があり ます。

• ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ ： ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ン （MEB ベース ・

バッ クア ッ プ方法） をス タ ン ド アロン （非ク ラス タ化） 環境で使用する場合、 ご使用の環境が以下の要
件を満たす必要があり ます。

▪ Windows、 Linux、 および UNIX 環境において、 MySQL サーバーのバージ ョ ンが 5.6 または 5.7 で

ある こ と。

▪ MySQL Enterprise バッ クア ッ プ製品のバージ ョ ン 3.12 または 4.0 がイ ンス ト ールされている こ

と。 Commercial Edition を選択し た状態の MySQL Enterprise Edition で MySQL Enterprise バッ ク
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ア ッ プが利用可能である こ と。 イ ンス ト ール手順についての詳細は、 MySQL Enterprise Edition 製

品の利用可能な ド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

▫ Windows Server 2008 R2、 Windows Server 2012 R2、 Windows Server 2016、 および Red 
Hat Enterprise Linux (RHEL) 7.x 上で、 MySQL 5.6 と と もに、 MEB オプシ ョ ンのバージ ョ

ン 3.12 を使用できます。

▫ Windows Server 2008 R2、 Windows 2012 R2、 Windows Server 2016、 および RHEL 6.x、

7.x 上で、 MySQL 5.7 と と もに、 MEB オプシ ョ ンのバージ ョ ン 4.0 を使用できます。

MySQL サーバーでのバイナ リ ・ ログの有効化

（MySQL Standard/Community オプシ ョ ンのみ）
［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用し た特定時点バッ クア ッ プ / リ ス ト アのサポー ト を構成する

前に、 MySQL のバイナリ ・ ログを有効にする必要があり ます。

LinuxまたはUNIXベースのMySQLサーバーにおけるログ・オ

ンの有効化
1 MySQL イ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リ にアクセス し、 my.cnf とい う名前の MySQL 構成フ ァ イルを特定し

ます。

このフ ァ イルの名前と位置は、 ご使用の MySQL 構成によ って異な り ます。 詳し く は、 MySQL ド キュ メ

ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

2 テキス ト ・ エデ ィ タ を使用し てフ ァ イルを開き、 [mysqld] セクシ ョ ンに移動し ます。

3 デフ ォル ト MySQL デ ィ レ ク ト リ を使用し て MySQL バイナリ ・ ログを有効にするには、 以下のエン ト リ

を追加し ます。

log-bin

4 変更を有効化するには、 MySQL サーバーを再起動し ます。

WindowsベースのMySQLサーバーにおけるログ・オンの有効

化
1 MySQL Administrator アプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます （詳し く は関連する MySQL ド キュ メ ンテーシ ョ

ンを参照し て く だ さい）。

重要： Windows Server 2008 R2またはWindows Server 2016を使用する場合、マシンのローカ

ル管理者グループに管理者グループのローカル・アカウントとメンバーを追加するには、
Windows Computer Managementを使用します。 

 
RHEL 6.xを使用する場合、実行する前にライブラリが最新であることを確認します。

重要： バイナリ・ログを有効にするには、以下の構文を使用してmy.cnfファイルに追加した「log-
bin」エントリを設定することができます。 

 
log-bin=<NameOfDestinationFile>
 
バイナリ・ログの格納先ファイル名を指定する場合、ファイルへのフル・パス情報やファイルの拡
張子は含めず、ファイルそのものの名前だけを指定するよう注意してください。プラグインのイン
ストールを実行する前に、上記の手順と共にバイナリ・ログの有効化の詳細について『MySQLリ

ファレンス・マニュアル』を参照してください。
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2 ［MySQL Administrator］ ウ ィ ン ド ウの左ペイ ンで、 ［Startup Variables］ を ク リ ッ ク し ます。

3 右ペイ ンで、 ［ログ ・ フ ァ イル］ タ ブを選択し ます。

4 ［Binary Logfile Name］ に、 バイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルの名前と し て一意の値を入力するか、 デフ ォル

ト 値である log-bin を使用するためにフ ィ ールド をブ ラ ン クのままにし ます。

5 MySQL Administrator アプ リ ケーシ ョ ンを閉じ ます。

6 変更を有効化するには、 MySQL サーバーを再起動し ます。

推奨構成の確認
1 つのマシンを NetVault Backup サーバーおよび MySQL サーバーの両方と し て設定する （つま り、 すべてのソ

フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールおよび設定を 1 つのマシンで実行する） こ とはできますが、 Quest ではこれらのエン

テ ィ テ ィ を別々のマシンで実行する こ と をお勧めし ます。

重要： MySQL Administratorがまだインストールされていない場合、Linux/UNIXシステムで設定ファ

イルを更新し、次にMySQLサービスを一旦停止してから再起動してバイナリ・ログを有効化しま

す。

重要： バイナリ・ログの格納先ファイル名を指定する場合、ファイルへのフル・パス情報やファイ
ルの拡張子は含めず、ファイルそのものの名前だけを指定するよう注意してください。プラグイン
のインストールを実行する前に、上記の手順と共にバイナリ・ログの有効化の詳細について
『MySQLリファレンス・マニュアル』を参照してください。

表1. 推奨構成

MySQLサーバー・マシン NetVault Backupサーバー・マシン

インストールされているソフトウェアおよび構成 インストールされているソフトウェアおよび構成

• MySQLデータベース・ソフトウェア（バー

ジョン5.5以降）

• NetVault Backupサーバーおよびクライアント・

ソフトウェア

• Plug-in for MySQL

• バイナリ・ログを有効にする（MySQL 
Standard/Communityオプションのみ）

• mysqldump/mysqlbinlogユーティリティ：インス

トールされているMySQLのバージョンとの互

換性が必要

• mysqlbackupユーティリティ：［MySQL 
Enterpriseバックアップ］オプションのみ

• NetVault Backupサーバ・ソフトウェア

• NetVault Backupクライアントとして追加され

たMySQLサーバー：クライアント・マシンを

NetVault Backupサーバーへ追加する手順につ

いて詳しくは、『Quest NetVault Backupアドミ

ニストレーターズ・ガイド』を参照してくださ
い。

重要： 本書の例の画像および手順では、この2台のマシン環境を使用して、前提条件をすべて満たしてい

ることを前提としています。

ネットワーク接続
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プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド

1 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

b ［NetVault設定ウィザード］ページで、［プラグインのインストール］をクリックします。

c 次のページで、利用可能なクライアントを選択します。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

b ［クライアント管理］ページで、利用可能なマシンを選択して、［管理］をクリックします。

c ［クライアント表示］ページで、［プラグインのインストール］ボタン（ ）をクリックし

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ンの .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD や、 Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し たデ ィ レ ク ト リ など） へ移動し ま

す。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスはオペレーテ ィ ング ・ システムによ って

異な り ます。

3 フ ァ イル mys-x-x-x-x-x.npk （こ こで、 xxxxx は、 バージ ョ ン番号と プ ラ ッ ト フ ォームを示し ます） を選

択し、 ［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 [ プラグイ ンのイ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

プラグイ ンの削除
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for MySQL］ を

選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。

特定 MySQL イ ンス タ ンスの削除
MySQL イ ンス タ ンスが正常に構成され、 プ ラグイ ンに追加されたら、 これを削除する こ と も可能です。

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。
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1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 Plug-in for MySQL を開きます。

4 該当のイ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［サーバーを削除］ を選択し ます。

ただ し、 このコマン ド を使用し ても確認用ダイアログ ・ ボ ッ クスは特に表示されない点に注意し て く だ
さい。

重要： この手順を実行する際は、注意が必要です。ただし、「プラグインの設定」で説明する手順に従っ
て、インスタンスを再追加することも可能です。
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3

プ ラグイ ンの設定

• デフ ォル ト 設定の構成

• エラー条件のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンの設定 （オプシ ョ ン）

デフ ォル ト 設定の構成
Plug-in for MySQL は、 単一の MySQL サーバーについて複数の MySQL イ ンス タ ンスをサポー ト し ています。 各

イ ンス タ ンスは、 用途に応じ て設定する必要があり ます。 使用可能な設定オプシ ョ ンは、 MySQL サーバーで使

用されている OS、 および ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンまたは ［MySQL Enterprise バッ ク

ア ッ プ］ オプシ ョ ンを使用するかど うかによ って異な り ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for MySQL］ を ク リ ッ ク し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［新しいサーバーの追加］ を選択

し ます。

4 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 利用可能なフ ィ ールド を記入し ます。

▪ ［MySQL イ ンス タ ンス名］ （必須） ： MySQL イ ンス タ ンスにつける名前を入力し ます （デフ ォル

ト 値と し て、 ローカル ・ ホス ト 名が使用されます）。 こ こで入力し た値は、 NetVault Backup 
WebUI で使用されます。 Quest では、 MySQL イ ンス タ ンスの名前にはイ ンス タ ンスが存在する

マシンに関連する名前ではな く 、 一般的な名前を付ける こ と を強 く 推奨し ています。 一般的な名
前を付ける こ と で、 影響を受ける全ク ラ イアン ト に対するポ リ シーの管理と移植性が向上し ます。

たとえば、ローカル・ホスト名がtest_mysql_01_machineで、MySQLインスタンスの推奨名が同じ

場合は、インスタンス名をlocal_mysql_serverなどに変更します。そうすると、各クライアントの

インスタンスを設定するときにインスタンス名local_mysql_serverを使用できます。したがって、

すべてのクライアントのインスタンス名はlocal_mysql_serverになります。

▪ ［MySQL エデ ィ シ ョ ン］ （必須） ： 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。 ［MySQL 
Standard/Community］、 ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］、 または ［MariaDB Server］
（MariaDB サーバー）。 使用するバージ ョ ンによ り、 このダイアログ ・ ボ ッ クスで変更可能なオプ

シ ョ ンは異な り ます。

▪ ［ユーザー名］ および ［パスワー ド］ （必須） ユーザー名とパスワー ド を入力し ます。 MySQL イ ン

ス タ ンスのデータベース内でバッ クア ッ プおよびリ ス ト アのターゲッ ト と なるテーブルの読み取
り / 書き込み権限を持つアカウン ト （例 ： 管理者権限を持つアカウン ト ） を使用し ます。

▪ ［MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ］ （必須） ： MySQL イ ンス ト ール ・ ベース ・ デ ィ レ ク ト リ

（MySQL プログラム ・ フ ァ イルが保存されているベース ・ デ ィ レ ク ト リ） のフル ・ パスを入力し

ます。

重要： NetVault Backupは、選択されたインスタンスのMySQLデータベースにアクセスする

たびに、［ユーザー名］および［パスワード］の値を参照します（バックアップ時およびリ
ストア時の両方）。MySQLインスタンスでこれらの一方の値が変更された場合、これらの

フィールドで最新の値に更新する必要があります。更新しない場合、NetVault Backupでイ

ンスタンスにアクセスできなくなり、ジョブ要求が適切に実行されません。
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▫ Windows ベースの MySQL サーバー ： MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リは、 Windows レジス

ト リ で 「Location」 値を照会する と見つかり ます。

▫ Linux/UNIX ベースの MySQL サーバー ： MySQL をデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールし た場合、

MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リは以下の場所にな り ます。

"/var/lib/mysql"

▪ ［MySQL Bin デ ィ レ ク ト リ］ ： MySQL の実行可能フ ァ イルが保存されている、 MySQL サーバー上

のデ ィ レ ク ト リのフル ・ パスを入力し ます。 デフ ォル ト ・ イ ンス ト ールし た場合、 MySQL ベー

ス ・ デ ィ レ ク ト リは以下の場所にな り ます。

▫ Linux/UNIX ベースの MySQL サーバー ：

"<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >/bin"

▫ Windows ベースの MySQL サーバー ：

"<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >\bin"

▪ ［Mysqldump パス］ ： バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ プロセスで使用される mysqldump ユー

テ ィ リ テ ィ のフル ・ パス と フ ァ イル名を入力し ます。 ターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスに対し て MySQL
のデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールを実行し ている場合は、 MySQL サーバー上で使用されている OS に

基づいたフ ァ イルへの正しいパスがデフ ォル ト 値と し てこのフ ィ ールド に表示されています。

▫ Linux/UNIX ベースの MySQL サーバー ：

"<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >/bin/mysqldump"

▫ Windows ベースの MySQL サーバー ：

"<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >\bin\mysqldump"

▪ ［TCP ポー ト ］ （Windows ベースの MySQL サーバーのみ） ： 正し く アクセスするために、 MySQL
の各イ ンス タ ンスに独自のポー ト 値を指定し ます。 MySQL のデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールではポー

ト 3306 を使用するため、 この値がデフ ォル ト で表示されます。 選択し たイ ンス タ ンスに対し て別

のポー ト を設定し た場合は、 適切な値を必ず入力する必要があ り ます。

▪ ［ソケ ッ ト ・ フ ァ イル ・ パス］ （Linux/UNIX ベースの MySQL サーバーのみ） ： MySQL ソケ ッ ト ・

フ ァ イルのパス と フ ァ イル名を入力し ます。 MySQL のデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールを実行し た場合

は、 正しいパスがデフ ォル ト 値と し てこのフ ィ ールド に表示されます。 MySQL をデフ ォル ト ・ イ

ンス ト ールし た場合、 ソケ ッ ト ・ フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

"/tmp/mysql.sock"

メ モ ： mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ のデフ ォル ト ・ パスは、 使用し ている環境と、 場所を

カス タ マイズし たかど うかによ って異な り ます。 た と えば、 Ubuntu 14 deb パッ ケージで

は、 このユーテ ィ リ テ ィ はデフ ォル ト で /usr/bin/mysqlbackup にイ ンス ト ールされます。

重要： ［MySQL Binディレクトリ］または［Mysqldumpパス］が上記のデフォルト値に設定

されている場合、このフィールドをブランクのままにしても構いません。

重要： 1台のMySQLサーバーに複数のインスタンスが存在する場合、それぞれに独自の

ポート値が割り当てられるため、この値を［ポート番号］フィールドに入力する必要があり
ます。この値は、各インスタンスのmy.iniファイルで「port=」に表示される値と同じです。
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▪ ［デフ ォル ト 文字セ ッ ト ］ ： デフ ォル ト 文字セ ッ ト には、 latin1 が設定されています。 エン コーデ ィ

ングに異なる文字セ ッ ト （UTF-8 など） を設定し たい場合は、 リ ス ト から選択し ます。

5 ［MySQL Standard/Community］ を使用し ている場合は、 以下のフ ィ ールド を記入し ます。

▪ ［MyISAM バッ クア ッ プ方法］ ： ご使用の環境において MyISAM ス ト レージ ・ エンジンまたはテー

ブル ・ タ イプが使用されている場合、 利用可能なサブオプシ ョ ンを選択し ます。

▫ ［テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク & コ ピー］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを使用し て

テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク、 フ ラ ッ シュ、 およびコ ピーについて標準バッ クア ッ プ方法
を使用する こ とができます。

▫ ［Mysqldump］ ： テーブルを多用または頻繁にロー ド する場合、 テーブルを コ ピーする代

わり にこのオプシ ョ ンを選択し て Mysqldump ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ます。 この設定は

パフ ォーマンスに影響する場合があ り ます。

▪ ［MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを可能にする］ ： このイ ンス タ ンスに対し てネイテ ィ ブの MySQL レプ

リ ケーシ ョ ンを有効化するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 詳細は、 「MySQL レプ

リ ケーシ ョ ンの使用」 を参照し て く だ さい。

▫ ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを有効にし たイ ンス タ ンスについ

て、 そのイ ンス タ ンスをスレーブ ・ イ ンス タ ンス と し て設定する場合に選択し ます。

▫ ［マス タ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを有効にし たイ ンス タ ンスについて、

そのイ ンス タ ンスをマス タ ・ イ ンス タ ンス と し て設定する場合に選択し ます。

重要： MySQLの標準インストールをMySQLサーバーで実行した場合（デフォルトのインス

トール先ディレクトリを使用した場合）は、［ソケット・ファイル・パス］にはデフォルト
のパスをそのまま使用します。ただし、MySQLのインストール時にデフォルト以外のディ

レクトリを指定した場合は、ソケット・ファイルの正しい場所をこのフィールドに入力しま
す。このパスを特定するには、MySQLサーバーのターミナル・セッションのプロンプトで

次のコマンドを実行します。 
 
“ show variables like ‘socket’ ”
 
［ソケット・ファイル・パス］に正しい値を入力していないと、本プラグインが正常に機能
せず、バックアップ/リストアを実行することができません。

ヒント： このプラグインは、InnoDBテーブルに対してMySQL--single-transactionオプショ

ンを使用しますが、MyISAMはこのオプションをサポートしていません。このオプション

は、InnoDBなどのトランザクション・テーブルで使用する場合に便利ですが、MyISAMなど

の他のタイプのテーブルではこの限りではありません。プラグインがフル・バックアップを
完了すると、ターゲットのMySQLインスタンス内のすべてのテーブル・タイプに対して一

貫した状態が要求されます。また、バックアップ・ジョブでは、バックアップされた各テー
ブルに対してmysqldumpが実行されます。つまり、すべてのテーブルが同時にバックアップ

されるわけではありません。このバックアップ方式により、完全にMySQLインスタンスを

リストアする代わりに、必要に応じて、確実に特定のデータベース・オブジェクトを選択し
てリストアできます。 
 
更新を防ぐためテーブルがロックされていない状態でオンライン・アプローチを使用する場
合は、MySQLレプリケーション環境の使用を検討してください。この環境では、データ

ベース・ユーザーはマスターMySQLサーバーと対話します。このサーバー上では、テーブ

ルがロックされることはありません。バックアップはスレーブMySQLサーバーから取得さ

れます。バックアップ・プロセス中、マスター・サーバーからのレプリケーションの更新
は、バックアップが完了するまで一時停止されます。レプリケーション・セットアップでの
プラグイン使用についての詳細は、「MySQLレプリケーションの使用」を参照してくださ

い。

重要： レプリケーションの設定を目的としない場合は、このオプションを選択しないよう注
意してください。バックアップが失敗します。
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▪ ［特定時点リ カバリ を可能にする］ ： 特定時点バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを有効化し た場合、 こ
のチ ェ ッ ク･ボ ッ クスを選択し ます。 この機能を使用する と、 データ損傷の前または後、 あるいは
その両方の特定時点へのリ カバリが可能にな り ます。 この機能を使用する場合は、 MySQL バイナ

リ ・ ログを有効化し ます。 詳し く は、 「MySQL サーバーでのバイナリ ・ ログの有効化 （MySQL 
Standard/Community オプシ ョ ンのみ）」 を参照し て く だ さい。

▪ ［バイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［特定時点リ カバリ を可能にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クス
を選択し た場合、 このフ ィ ールド を使用し てバイナ リ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフ
ル ・ パスを指定し ます。 MySQL をデフ ォル ト ・ イ ンス ト ールし た場合、 このフ ァ イルは以下の場

所にあり ます。

▫ Linux/UNIX ベースの MySQL サーバー ：

<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >/data/< イ ンス タ ンス名 >-bin.index

▫ Windows ベースの MySQL サーバー ：

<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >\data\< イ ンス タ ンス名 >-bin.index

▪ ［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ を設定中の場合、 このフ ィ ー
ルド を利用し て リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを入力し、 バッ クア ッ プ
に含めます。

▫ Linux/UNIX ベースの MySQL サーバー ：

<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >/data/< イ ンス タ ンス名 >-relay-bin.index

▫ Windows ベースの MySQL サーバー ：

<MySQL ベース ・ デ ィ レ ク ト リ >\data\< イ ンス タ ンス名 >-relay-bin.index

6 ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ を使用し ている場合は、 必須の ［Mysqlbackup Path］ フ ィ ールド

に、 mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ が存在し ているデ ィ レ ク ト リへの完全パスを入力し ます。

Linux 環境では、 Quest は、 mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ を実行する代わり に、 NetVault Backup スク リ

プ ト の .sh フ ァ イルを使用する こ と を推奨し ます。

た と えば、 Linux を使用し ている場合、 .sh フ ァ イルへのデフ ォル ト ・ パスには次が含まれます。

▪ MySQL Enterprise バッ クア ッ プ 3.12 の場合 ： /usr/netvault/plugins/mysql/mysqlbackup-3.12.sh

▪ MySQL Enterprise バッ クア ッ プ 4.0 の場合 ： /usr/netvault/plugins/mysql/mysqlbackup-4.0.sh

 Windows 環境では mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ を使用できます。 設定を保存するには、 ［OK］ を ク

リ ッ ク し ます。

既存イ ンス タ ンス設定の更新
MySQL のイ ンス タ ンスを正し く 設定し、 プ ラグイ ンに追加し たら、 以下の手順に従って設定オプシ ョ ンを編集

する こ とができます。

重要： 本プラグインは、［バイナリ・ログ・インデックス・パス］に指定されたファイルが
存在するかどうかを設定中に判断します。ただし、指定されたファイルが実際にバイナリ・
ログ・インデックスかどうかは、バックアップ・ジョブを開始するまで判断できません。指
定されたファイル名が有効なバイナリ・ログ・インデックスではないことが判明した場合、
ジョブは適切に実行されないことに注意してください。

メ モ ： .sh フ ァ イルの代わり にユーテ ィ リ テ ィ を使用する こ と を選択し た場合、

mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ のデフ ォル ト ・ パスは、 使用し ている環境と、 場所を カス タ

マイズし たかど うかによ って異なる こ とに注意し て く だ さい。 た と えば、 Ubuntu 14 deb
パッ ケージでは、 このユーテ ィ リ テ ィ はデフ ォル ト で /usr/bin/mysqlbackup にイ ンス ト ール

されます。
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1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ
ス ト の隣にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Plug-in for MySQL］ ノ ー ド を開きます。

4 該当する イ ンス タ ンスを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに以前のすべての設定が表示されます。 必要に応じ てこれら を修正する こ
とができます。

エラー条件のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンの
設定 （オプシ ョ ン）
通常、 MySQL バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブでは、 複数のス ト レージ ・ エンジン、 データベース、 テーブルが使用され

ます。 場合によ っては、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの実行中に、 サポー ト されていないス ト レージ ・ エンジンが検出
された りデータベース / テーブルにアクセスできないこ とがあり ます。 この場合、 一部のアイテムが正し く バッ

クア ッ プ されない一方で、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブで選択された残りのアイテムについては問題な く バッ クア ッ プ
されます。 MySQL データベース管理者は、 このよ う な状況が発生し た と きにどのよ う なアクシ ョ ンを実行する

かを決定する必要があり ます。

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを警告付きで完了するか、 警告な し で完了するか、 または失敗とするか

• 正し く 完了し なかったアイテムのバッ クア ッ プを保持するか、 削除するか

プ ラグイ ンでは、 バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ・ ジ ョ ブのデフ ォル ト ・ オプシ ョ ンを設定できます。 これらのオ
プシ ョ ンは、 ジ ョ ブご とに上書きできます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［設定］ ページで、 利用可能な ［サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 設定］ を選択し た場合は、 適切なク ラ イアン ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［NetVault サーバー設定］ または ［ク ラ イアン ト 設定］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ

ク し ます。

［Plug-in for MySQL］ セクシ ョ ンには、 以下の項目が記載されています。

▪ ［ロ ッ ク されたテーブル］ ： この条件は、 バッ クア ッ プの対象と し て選択されているテーブルがプ
ラグイ ン以外のク ラ イアン ト ・ セ ッ シ ョ ンによ ってロ ッ ク されているために、 バッ クア ッ プでき
ない場合に満た されます。

▪ ［手動で選択されたテーブルが使用不能］ ： この条件は、 個々のテーブルを、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ
ブの定義以降に削除されたなど何らかの理由でバッ クア ッ プできない場合に満た されます。

▪ ［手動で選択されたデータベースが使用不能］ ： この条件は、 個々のデータベースを、 バッ クア ッ
プ ・ ジ ョ ブの定義以降に削除されたなど何らかの理由でバッ クア ッ プできない場合に満た されま
す。

▪ ［サポー ト されていないス ト レージ ・ エンジン］ ： この条件は、 バッ クア ッ プ中に、 プ ラグイ ンで
サポー ト されていないス ト レージ ・ エンジン ・ タ イプのテーブルが検出された場合に満た されま
す。

5 これらの各オプシ ョ ンに対し、 以下の 4 つの設定からいずれかを選択できます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい う

ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が
作成されます。

重要： ［設定］ウィンドウの編集画面では、［MySQLインスタンス名］フィールドは無効になりま

す。これは情報を表示する目的のみのフィールドであり、現在選択されているMySQLインスタン

ス名が表示されます。
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▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も削除されます。

6 設定を保存するには、 ［適用］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： 個別のバックアップ・ジョブ・レベルで選択したデフォルト・アクションを選択して上書き
することが可能です。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

プ ラグイ ンの設定
18



4

データのバッ クア ッ プ

• データのバッ クア ッ プ ： 概要

• バッ クア ッ プの実行

データのバッ クア ッ プ ： 概要
バッ クア ッ プを完了する前に、 以下の ト ピ ッ クの情報を確認し ます。

• MySQL Standard/Community に関する重要注意事項

• MySQL Enterprise バッ クア ッ プに関する重要注意事項

• バッ クア ッ プ戦略の策定

MySQL Standard/Communityに関する重要注意事項

［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用する場合、 以下のガイ ド ラ イ ン と情報について確認する必

要があり ます。

• 半角英数字およびアンダースコアを除 く その他すべての文字は、 特殊文字と し て扱われます。

• MIXED バイナリ ・ ログ形式の使用

半角英数字およびアンダースコアを除くその他すべての文字は、特殊文字として扱
われます。

ハイ フ ンなどの特殊文字を含むデータベースが環境内に存在する場合、 以下の制限事項に注意する必要があ り ま
す。

• データベース名にハイ フ ンが含まれていても、 MyISAM を除 く すべてのテーブル ・ タ イプがバッ クア ッ

プ されます。 これらのバッ クア ッ プは、 mysqldump コマン ドが常に上記のテーブル ・ タ イプに使用され

るためです。

• データベース名にハイ フ ンが含まれる と、 MyISAM バッ クア ッ プ方法がバージ ョ ン 4.2 で導入された

Mysqldump オプシ ョ ンに設定されている場合、 MyISAM テーブルがバッ クア ッ プ されます。 この場合、

バッ クア ッ プおよびリ ス ト アのパフ ォーマンスにマイナス と なる影響を及ぼす場合があ り ます。

• MyISAM バッ クア ッ プ方法にデフ ォル ト の ［テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク & コ ピー］ オプシ ョ ンを使用

し、 データベース名にハイ フ ンが使用されている と、 MyISAM テーブルはバッ クア ッ プ されません。 こ

れは、 本プ ラグイ ンが MySQL コマン ド を迂回し、 直接テーブル ・ フ ァ イルのコ ピーを試行するためで

す。 本プ ラグイ ンは、 テーブル ・ フ ァ イルが特定できないこ と を示すエラー ・ メ ッ セージを出力し、
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがセーブセ ッ ト を作成する こ と な く 失敗し ます。

重要： Questでは、データベース名に特殊文字を使用しないことを強くお勧めします。データベース名に

次の文字が含まれている場合、プラグインはそのデータベースをリストアできません。$ ^ = @ # % +
 
バックアップ・データはMySQLサーバーから直接NetVault Backupメディア・マネージャにストリーミン

グされるため、前述の文字を使用するとシーケンス・コマンドとして解釈され、バックアップ・データの
整合性に影響を与える場合があります。
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以前のバージ ョ ンでは、 本プ ラグイ ンはデータベース ・ デ ィ レ ク ト リが存在するか検証を試み、 失敗す
る と警告メ ッ セージを出力し てから次のデータベースのバッ クア ッ プを継続し ていま し た。 この場合、
バッ クア ッ プは警告付きで完了し、 その他すべてのデータベースを含むセーブセ ッ ト を作成し ます。

Mysqldump オプシ ョ ンを使用し たがパフ ォーマンスが最適でないなど、 何らかの理由でオ リ ジナルの動

作を維持し て ［テーブル ・ フ ァ イルのロ ッ ク & コ ピー］ オプシ ョ ンを使用する場合、 本プ ラグイ ン設定

フ ァ イル 「nvmysql.cfg」 の ValidateDatabaseDirectory パラ メ ータ を以下のよ う に手動で 「TRUE」 に設

定する こ とができます。

[MySql:ValidateDatabaseDirectory]
Value=TRUE

その後、 新規動作を適用し よ う と決めた場合、 「nvmysql.cfg」 フ ァ イルでこのパラ メ ータ を 「FALSE」

に変更するか削除する こ とができます。

• データベースまたはデータベース ・ オブジ ェ ク ト （テーブルやビ ューなど） を作成するための SQL ス

テー ト メ ン ト が含まれる増分または差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする と、 該当するデータベースまたは
データベース ・ オブジ ェ ク ト が存在する場合に失敗し ます。 この問題を解決するには、 1 つまたは複数の

データベースまたはデータベース ・ オブジ ェ ク ト を作成または削除し た後にフル ・ バッ クア ッ プを実行
し ます。 この手順によ り、 後続の増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プに CREATE または DROP 
SQL ステー ト メ ン ト が含まれな く な り ます。

MIXEDバイナリ・ログ形式の使用

MIXED バイナリ ・ ログ形式が使用されている場合、 MySQL は USE ステー ト メ ン ト の使用を強制し ません。 し た

がって、 Quest では、 すべてのデータベース ・ ユーザーと プログラムで変更されたテーブルが USE によ って選

択されたデータベース内に存在する こ と、 およびク ロスデータベースの更新が実行されないこ と を確認する こ と
をお勧めし ます。 このガイ ド ラ イ ンがご使用の環境に適し ていない場合は、 Quest では、 MIXED バイナ リ ・ ロ

グ形式を使用し ないこ と をお勧めし ます。

ご使用の環境で MIXED バイナ リ ・ ログ形式が使用されている場合、 PIT リ カバリ中にバイナ リ ・ ログ ・ エン ト

リが再生されないこ とがあり ます。 リ カバリ中、 プ ラグイ ンは- -database オプシ ョ ンを指定し て mysqlbinlog
を使用し、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブで選択し たデータベースに関連するエン ト リ だけを再生し ます。- -database が使用

されない場合、 すべてのエン ト リが再生され、 すべてのデータベースに影響し ます。 MIXED バイナリ ・ ログ形

式を使用する場合、- -database オプシ ョ ンを使用し た mysqlbinlog が一部またはすべてのエン ト リ を再生し ない

よ う にエン ト リが書き込まれます。 詳細は、
「https://dev.mysql.com/doc/refman/5.7/en/mysqlbinlog.html#option_mysqlbinlog_database」 を参照し て く だ さ

い。

--database オプシ ョ ンを使用し た MIXED バイナリ ・ ログ形式が正し く 機能するためには、 データベースを選択

する USE ステー ト メ ン ト の下で、 データベースに対する特定の更新のすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを実行する必

要があり ます。

増分または差分バッ クア ッ プがリ ス ト ア されず、 mysqlbinlog が MySQL サーバーからの現在のバイナ リ ・ ログ

を適用し た場合も、 同じ状況が発生し ます。 この状況は、 バイナ リ ・ ログがバッ クア ッ プに保存された方法では
な く 、 バイナリ ・ ログが書き込まれた方法によ って発生し ます。

次の例では、 MIXED がリ カバリ動作にどのよ う に影響するかを さ まざまな状況ご とに示し ています。

• 例 1 ： この例では、 データ行が my_database の my_table に挿入されます。 USE ステー ト メ ン ト はない

ため、 使用中のデータベースは mysql データベースなどのデフ ォル ト ・ データベースです。

binlog_format が MIXED に設定されている場合、 mysqlbinlog がバイナ リ ・ ログに- -database 
my_database オプシ ョ ンを適用する と、 次の ト ラ ンザク シ ョ ンが再生されません。

重要： 増分および差分バックアップ・ジョブは、MIXEDバイナリ・ログ形式が使用されている場合、警告

を表示して完了します。

重要： 変更するテーブルが、USEステートメントで指定されたデータベースに属していれば、MySQLコマ

ンド・プロンプトで生成されたトランザクションに適用されます。また、MySQLサーバーのデータベース

と対話するスクリプト、プログラム、その他のアプリケーションによって生成されたトランザクションに
も適用されます。
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-bash-$ mysql
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(1,now());
Query OK, 1 row affected (0.01 sec)

• 例 2 ： この例では、 データ行が my_database の my_table に挿入されます。 USE ステー ト メ ン ト は存在

し ますが、 別のデータベースが指定されています。 つま り、 USE ステー ト メ ン ト で my_databas が選択

されていません。 binlog_format が MIXED に設定されている場合、 mysqlbinlog がバイナ リ ・ ログ

に- -database my_database オプシ ョ ンを適用する と、 次の ト ラ ンザクシ ョ ンが再生されません。

-bash-$ mysql
mysql> use mysql
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(2,now());
Query OK, 1 row affected (0.04 sec)

• 例 3 ： この例では、 データ行が my_database の my_table に挿入され、 USE ステー ト メ ン ト で

my_database が選択されています。 binlog_format が MIXED に設定されている場合、 mysqlbinlog
がバイナリ ・ ログに- -database my_database オプシ ョ ンを適用する と、 次の ト ラ ンザクシ ョ ンが再生さ

れます。

-bash-$ mysql
mysql> use my_database
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(3,now());
Query OK, 1 row affected (0.04 sec)

• 例 4 ： この例では、 2 つの挿入クエ リがあ り ます。 最初の挿入は、 USE ステー ト メ ン ト で選択されたデー

タベース とは異なる my_database に対し て行われます。 2 番目の挿入は、 USE ステー ト メ ン ト で選択さ

れた my_database の範囲内で行われます。 binlog_format が MIXED に設定されている場合、

my_database が USE ステー ト メ ン ト で指定されていないため、 最初の挿入は再生されません。 しかし、

2 番目の挿入は USE ステー ト メ ン ト で my_database が指定されているため、 再生されます。

-bash-$ mysql
mysql> use mysql
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(4,now());
Query OK, 1 row affected (0.01 sec)
mysql> use my_database
Database changed
mysql> insert into my_database.my_table (C1,C2) values(5,now());
Query OK, 1 row affected (0.04 sec)

MySQL Enterpriseバックアップに関する重要注意事項

［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンを使用する場合、 以下のガイ ド ラ イ ン と情報について確認する

必要があり ます。

• MySQL は、 重要なデータには InnoDB テーブルを使用する こ と を推奨し ています。 これは、 バッ クア ッ

プ ・ プロセスが高速で、 信頼性および拡張性が高いためです。 MySQL Enterprise バッ クア ッ プは

MySQL テーブルについて さ まざまなバッ クア ッ プを提供し、 InnoDB テーブルに関するバッ クア ッ プを

最適化し ます。 このオプシ ョ ンは、 すべての InnoDB テーブルのホ ッ ト ・ バッ クア ッ プを実行し ます。

データベースの実行中においてもホ ッ ト ・ バッ クア ッ プが実行されるため、 バッ クア ッ プ中に現行デー
タベース操作を停止する必要はあり ません。 さ らに、 バッ クア ッ プ ・ プロセス中にデータベースに加
わった変更が含まれます。 この動作は、 環境内のデータベースをオン ラ イ ンに保ち、 その拡張性もサ
ポー ト されている必要がある場合、 バッ クア ッ プの完了に必要な時間に影響を及ぼすため重要です。

• このオプシ ョ ンを使用する と、 MyISAM テーブルと その他の非 InnoDB テーブルは、 ウォーム ・ バッ ク

ア ッ プを使用し て、 最後にバッ クア ッ プ されます。 ウォーム ・ バッ クア ッ プにおいて、 データベースは
稼動し続けますが、 バッ クア ッ プが完了し ても テーブルは読み込み専用アクセスに設定されます。

• ホ ッ ト ・ バッ クア ッ プ ・ フ ェーズにおいてデータの大半がバッ クア ッ プ されたか確認し たら、 InnoDB を

新規テーブル用デフ ォル ト ・ ス ト レージ ・ エンジン と し、 既存のテーブルを変換し て InnoDB ス ト レー
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ジ ・ エンジンで利用可能にする こ と を検討するよ う お勧めし ます。 MySQL Server 5.5 以降では、 InnoDB
がデフ ォル ト です。

• 増分バッ クア ッ プは主に InnoDB テーブル用であ り、 非 InnoDB テーブルは読み取り専用、 あるいは、 さ

ほど頻繁な更新を必要と し ない用途に向いています。 InnoDB フ ァ イルについて、 最後のバッ クア ッ プ以

降に変更が起こ った場合、 フ ァ イル全体が含まれます。

• 本プ ラグイ ンを使用する場合、 以下の条件に適合する と、 MySQL イ ンス タ ンス内のすべての InnoDB
テーブルがバッ クア ッ プ されます。

▪ ただ し、 テーブルがバッ クア ッ プ用に明示的に選択され、 テーブルが InnoDB ス ト レージ ・ エン

ジンまたはその類ではない場合に限り ます。

例：2つのデータベースを含むMySQLインスタンスが配置されています（DB1およびDB2）。各

データベースには2つのテーブルが含まれます。DB1にはT1_InnoDBとT1_MyISAM、DB2には

T2_InnoDBとT2_MyISAMが含まれます。T1_MyISAMとT2_MyISAMをバックアップすると、

T1_InnoDBとT2_InnoDBもバックアップに含まれます。InnoDBテーブルの1つを含めると、

InnoDBテーブルのみがバックアップされます。データベースの1つを選択すると、データベース

内のテーブルのみがバックアップされます。

▪ い く つかまたはすべてのデータベースがバッ クア ッ プに選択される と、 すべての関連 InnoDB
テーブルがバッ クア ッ プから除外されます。

例：2つのデータベースを含むMySQLインスタンスが配置されています（DB1およびDB2）。各

データベースには2つのテーブルが含まれます。DB1にはT1_InnoDBとT1_MyISAM、DB2には

T2_InnoDBとT2_MyISAMが含まれます。DB1とDB2をバックアップし、T1_InnoDBとT2_InnoDB
を除外すると、T1_InnoDBとT2_InnoDBもバックアップに含まれます。2つのInnoDBテーブルの

うち1つだけを除外すると、InnoDBテーブルのみがバックアップされます。 

この説明は、 MySQL Enterprise バッ クア ッ プ （mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ ） の現在の動作を表し て

いますが、 MySQL の将来のリ リース （3.12 以降） では変更される可能性があり ます。

• MySQL 5.6 以降では、 innodb_file_per_table 設定オプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効化されています。

innodb_file_per_table オプシ ョ ンが無効化された状態で作成されたすべての InnoDB テーブルは、

InnoDB システム ・ テーブルスペース内に格納されますが、 バッ クア ッ プから除外する こ とはできませ

ん。 InnoDB テーブルをテーブルスペース外に配置する必要がある場合、 innodb_file_per_table オプ

シ ョ ンを有効化し た状態で、 MySQL 内で InnoDB テーブルを作成する必要があ り ます。 各 .ibd フ ァ イル

には、 1 つのテーブルのデータ と イ ンデッ クスのみが含まれます。

バッ クア ッ プ戦略の策定
MySQL バッ クア ッ プ戦略を定義する際、 以下の点を明確にし ておきます。

• ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンまたは ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンの

どち ら を使用するか。 環境に両方のバージ ョ ンを導入し ている場合でも、 プ ラグイ ンでは 1 つの計画の

みを使用する こ とができます。 MEB ベース方法または mysqldump ベース方法のいずれかを使用し ます。

両方を併用する こ とはできません。

MEB ベース ・ オプシ ョ ンを使用する と、 バッ クア ッ プに選択し たすべてのデータベース ・ オブジ ェ ク ト

に対し て mysqlbackup ユーテ ィ リ テ ィ または適用可能な NetVault Backup スク リ プ ト が 1 度実行され、

ジ ョ ブ ・ ログ内に mysqlbackup ログが出力されます。 データのバッ クア ッ プには 2 つのステージが含ま

れます。 最初のステージでは、 すべての InnoDB テーブルがコ ピーされます。 2 番目のステージでは、 す

べてのテーブル ・ タ イプがコ ピーされます。 InnoDB テーブルのホ ッ ト ・ バッ クア ッ プをサポー ト するだ

けでな く 、 MEB ベース ・ オプシ ョ ンはバッ クア ッ プ ・ パフ ォーマンスを向上させます。

mysqldump ベース ・ オプシ ョ ンを使用する場合、 各テーブル、 ト リ ガ、 およびス ト ア ド ・ プロシージャ

に対し てコマン ドが実行されます。 ホ ッ ト ・ バッ クア ッ プはサポー ト されません。

• フル ・ バッ クア ッ プ時にイ ンス タ ンス全体の読取り専用アクセスが必要なこ と を認識し た上で、 フル ・
バッ クア ッ プをどのよ う な頻度で実行するか
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• バッ クア ッ プの速度と リ ス ト アの速度のどち ら を重視するか

• 許容できる最大データ損失量

上記の点を明確にし てお く と、 実装するバッ クア ッ プ ・ タ イプおよび頻度を定義する際に役立ちます。

• MySQL Standard/Community 用バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認

• MySQL Enterprise バッ クア ッ プ用バッ クア ッ プ ・ タ イプの確認

• MySQL Standard/Community 用バッ クア ッ プ ・ シーケンス例

MySQL Standard/Community用バックアップ・タイプの確認

［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを使用する場合、 本プラグイ ンは mysqldump を使用し て以下の

タ イプのバッ クア ッ プを実行し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ

• 増分バッ クア ッ プ

• 差分バッ クア ッ プ

• 個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ

• データベース全体のコ ピー ・ バッ クア ッ プ

各 MySQL イ ンス タ ンスのデータ保護要件に適し たバッ ク ア ッ プ ・ シーケンスを選択するには、 まずこれらの

バッ クア ッ プの違いを理解する必要があり ます。

フル・バックアップ

［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ン用フル ・ バッ クア ッ プの場合、 本プラグイ ンは mysqldump ユー

テ ィ リ テ ィ を使用し て、 イ ンス タ ンスに含まれるすべてのデータベースをバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ ク
ア ッ プはほぼすべてのリ ス ト ア ・ シナリ オの起点になるため、 あらゆるバッ クア ッ プ戦略の基盤と な り ます。 プ
ラグイ ンで生成されたフル ・ バッ クア ッ プを使用し て、 イ ンス タ ンス全体、 個々または複数のデータベース、
個々または複数のテーブルを リ ス ト アできます。

［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ オプシ ョ ンを使用し て、 フルまた
は増分バッ クア ッ プ後にバイナリ ・ ログをパージする必要があ り ます。 ［MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを可能にす

る］ が無効化され、 ［特定時点リ カバリ を可能にする］ が有効化されている標準の MySQL サーバー設定でプラ

グイ ンを使用する場合、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効化されています。 プ ラグイ ンを ク ラス タに接続する
と、 このオプシ ョ ンは無効化されます。 バイナリ ・ ログのパージはプ ラグイ ンの外で管理する必要があ り ます。

［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ オプシ ョ ンを選択し ない場合、 プ
ラグイ ンは設定フ ァ イルで最終バッ クア ッ プのログを追跡し ます。 これによ り必要に応じ てバイナ リ ・ ログを手
動でパージする こ とができます。 例えば、 MySQL レプ リ ケーシ ョ ン環境で、 バイナリ ・ ログがスレーブ ・ イ ン

ス タ ンスにレプ リ ケー ト されるまで、 バイナリ ・ ログをマス タ ・ イ ンス タ ンスからパージ し た く ない場合など
は、 ユーザーはバイナリ ・ ログを手動でパージする必要があ り ます。

増分バックアップ

増分バッ クア ッ プでは、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナ リ （ ト ラ ンザクシ ョ ン） ・
ログをバッ クア ッ プ し、 次にバイナリ ・ ログをパージ し ます。 バイナ リ ・ ログはイ ンス タ ンスに基づ く ため、 す
べてのデータベースの ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログがま とめてバッ クア ッ プ され、 パージ されます。

増分バッ クア ッ プはメ デ ィ ア障害またはデータ損傷の発生後のデータ損失を低減する上で重要です。 増分バッ ク
ア ッ プを使用する と、 不正な更新やテーブルの削除などのデータ損傷の前および後の時点に リ ス ト アできます。
フル ・ バッ クア ッ プ とは異な り、 増分バッ クア ッ プはバッ クア ッ プ中に読み取り専用アクセスを必要と し ませ
ん。

重要： NetVault Backupサーバーがクラスタ化されたMySQLサーバーと標準のMySQLサーバー両方を管理

するような混合環境では、標準のMySQLサーバー用に作成したバックアップ・オプション・セットを

MySQLベースのクラスタで再利用しないでください。
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MySQL の増分バッ クア ッ プを実行するには、 バイナリ ・ ログを有効にする -log-bin オプシ ョ ンを使用し て

MySQL イ ンス タ ンスを開始する必要があり ます。 この手順は、 「MySQL サーバーでのバイナリ ・ ログの有効化

（MySQL Standard/Community オプシ ョ ンのみ）」 で概説し ています。 詳し く は、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マ

ニュアル』 のバイナリ ・ ログに関するセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

上記で説明し たよ う に、 ［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ オプシ ョ
ンを使用し て、 フルまたは増分バッ クア ッ プ後にバイナ リ ・ ログをパージする必要があ り ます。 このオプシ ョ ン
を使用し ない場合は、 本プ ラグイ ンは設定フ ァ イルで最終バッ クア ッ プのログを追跡し ます。 これによ り必要に
応じ てバイナリ ・ ログを手動でパージする こ とができます。

差分バックアップ

差分バッ クア ッ プでは、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナ リ （ ト ラ ンザクシ ョ ン） ・
ログをバッ クア ッ プ し ます。 ただ し、 この形式のバッ クア ッ プでは、 完了時にバイナ リ ・ ログがパージ されませ
ん。 このため、 以降の差分バッ クア ッ プのサイズが大き く な り、 その時間も長 く な り ます。 各差分バッ クア ッ プ
には、 前の差分バッ クア ッ プにも含まれていたバイナリ ・ ログだけでな く 、 前の差分バッ クア ッ プ以降に生成さ
れたバイナリ ・ ログも含まれる こ とになるため、 サイズが大き く な り、 その時間も長 く な り ます。 た と えば、 月
曜日から金曜日までの差分バッ クア ッ プを伴って、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プの実行がスケジュールされてい
る場合、 月曜日の差分には日曜日のフル･バッ クア ッ プ以降生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルが含
まれます。 一方、 火曜日の差分には、 月曜日に生成されたバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルおよび火曜日に生成された
バイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルが含まれます。 水曜日の差分バッ クア ッ プには、 月曜日、 火曜日、 および水曜日のバ
イナリ ・ ログが含まれる、 とい う よ う にな り ます。

増分バッ クア ッ プ と同様に、 差分バッ クア ッ プを使用する と、 メ デ ィ ア障害またはデータ損傷が発生し た場合の
データ損失を低減でき、 障害 / 損傷の前および後の時点にリ ス ト アできます。 フル ・ バッ クア ッ プ とは異な り、

差分バッ クア ッ プはバッ クア ッ プ中に読み取り専用アクセスを必要と し ません。

差分バッ クア ッ プを実行するには、 バイナリ ・ ログを有効にする -log-bin オプシ ョ ンを使用し て MySQL イ ンス

タ ンスを開始する必要があり ます。 この手順は、 「MySQL サーバーでのバイナリ ・ ログの有効化 （MySQL 
Standard/Community オプシ ョ ンのみ）」 で概説し ています。 詳し く は、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』

のバイナリ ・ ログに関するセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

増分バックアップと差分バックアップの比較

増分バッ クア ッ プでは、 バイナリ ・ ログがバッ クア ッ プ後にパージ され、 最後の増分バッ クア ッ プ後に作成され
たバイナリ ・ ログのみがバッ クア ッ プ されるため、 以降の増分バッ クア ッ プの実行時間は短 く な り ます。 ただ
し、 増分バッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 フル ・ バッ クア ッ プから障害時点までに実行され
たすべての増分バッ クア ッ プを継続し て リ ス ト アする必要があ り ます。 このため、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開
始するためにデータベース管理者に必要な操作が多 く な り、 このプロセスではリ ス ト アに長い時間がかかる可能
性があり ます。

差分バッ クア ッ プでは、 バイナリ ・ ログがバッ クア ッ プ後にパージ されず、 最後のフル ・ バッ クア ッ プ後に作成
されたすべてのバイナリ ・ ログがバッ クア ッ プの対象と なるため、 以降の各差分バッ クア ッ プの実行時間は長 く
な り ます。 ただ し、 差分バッ クア ッ プを使用する リ ス ト ア ・ シーケンスでは、 フル ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア後
に差分バッ クア ッ プを 1 つのみリ ス ト アするだけで済みます。 このため、 リ ス ト ア ・ プロセスで必要なデータ

ベース管理者の操作が少な く な り、 このプロセスではリ ス ト ア時間は短 く な り ます。

個々のデータベース/テーブル・コピーのみのバックアップ

場合によ っては、 データベース全体の包括的なバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順に影響を与える こ と な く 、 特殊
な目的でバッ クア ッ プを実行し なければならないこ とがあ り ます。 た と えば、 バッ クア ッ プをテス ト 環境のソー
スにし た り、 レプ リ ケーシ ョ ン ・ スレーブ ・ イ ンス タ ンスの初期同期用に使用する場合などです。 個々のデータ
ベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 このよ う な特殊な目的のために設計されてお り、 MySQL 環

境を コ ピーする こ とができます。 コ ピーのみのバッ クア ッ プは、 設定されたバッ クア ッ プ ・ シーケンスから独立
し ているため、 フル、 増分、 または差分バッ クア ッ プのリ カバリ可能性には影響し ません。 ただ し、 フル ・ バッ
クア ッ プの代わり と し て使用する こ とはできません。

データベース全体のコピー・バックアップ

個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プで説明し たよ う に、 ［データベース全体のコ ピー ・

バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンは、 選択されたデータベースに対応するすべての InnoDB テーブルを含む、 MySQL
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データベースのコ ピーを作成するため、 特殊な目的にのみ使用されます。 コ ピー ・ バッ クア ッ プは、 設定された
バッ クア ッ プ ・ シーケンスから独立し ているため、 フル、 増分、 または差分バッ クア ッ プのリ カバリ可能性には
影響し ません。 ただ し、 フル ・ バッ クア ッ プの代わり と し て使用する こ とはできません。

個々のデータベース/テーブル・コピーのみのバックアップとデータベース全体の

コピー・バックアップ

選択し たデータベースご とに、 データベースのテーブルが 1 つだけ選択されていても、 ［データベース全体のコ

ピー ・ バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンによ ってデータベース全体がバッ クア ッ プ されます。 このオプシ ョ ンでは、
バッ クア ッ プする個々のデータベースを選択できますが、 個々のテーブルを選択する こ とはできません。 また、
このオプシ ョ ンでは、 InnoDB テーブルのバッ クア ッ プのみがサポー ト されます。

［個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンでは、 個々のデータベース と個々の

テーブルを選択できます。 また、 バッ クア ッ プには InnoDB および MyISAM テーブルを含める こ とができます。

ただ し、 通常、 バッ クア ッ プは ［データベース全体のコ ピー ・ バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのほうが、 ［個々の
データベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンよ り も早 く 完了し ます。

MySQL Enterpriseバックアップ用バックアップ・タイプの確認

［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンについて、 本プ ラグイ ンは選択されたすべてのデータベース ・

オブジ ェ ク ト に対し て mysqlbackup コマン ド を 1 度実行し、 フルおよび増分タ イプのバッ クア ッ プをアーカ イ

ブ し ます。 フル、 増分、 および TTS。

フル・バックアップ

［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ン用フル ・ バッ クア ッ プの場合、 本プ ラグイ ンは mysqlbackup
ユーテ ィ リ テ ィ または適用可能な NetVault Backup スク リ プ ト を使用し て、 イ ンス タ ンスに含まれる選択された

すべてのデータベース ・ オブジ ェ ク ト をバッ クア ッ プ し ます。 フル ・ バッ クア ッ プはほぼすべてのリ ス ト ア ・ シ
ナリ オの起点になるため、 あらゆるバッ クア ッ プ戦略の基盤と な り ます。 プ ラグイ ンで生成されたフル ・ バッ ク
ア ッ プを使用し て、 イ ンス タ ンス全体、 個々または複数のデータベース、 個々または複数のテーブルを リ ス ト ア
できます。

増分バックアップ

InnoDB テーブルについて、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に変更が加わったデータのみがバッ クア ッ

プ されます。 非 InnoDB テーブルの場合、 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に何かテーブル内で変更され

た場合、 テーブル全体がバッ クア ッ プ されます。

転送可能なテーブルスペース（TTS）バックアップ

TTS バッ クア ッ プを行う場合、 プラグイ ンはフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 --use-tts MySQL オプシ ョ ンを追加

し ます。 

TTS バッ クア ッ プを生成する場合は、 次の制限事項に注意する必要があ り ます。

• TTS バッ クア ッ プは、 MySQL Server 5.6 以降でのみサポー ト されます。

• バッ クア ッ プには、 InnoDB テーブルのみが含まれます。

• バッ クア ッ プには、 innodb_file_per_table オプシ ョ ンを有効にし て作成されたテーブルのみが含まれま

す。

重要： このオプションは、選択したデータベースのすべてのテーブルがInnoDBテーブルである場合にのみ

使用できます。

重要： Questでは、バックアップ・プランとは別に、TTSバックアップをスタンドアロン・バックアップ

としてのみ生成することを強く推奨します。TTSバックアップは部分バックアップであるため、フル・

バックアップまたは増分バックアップ戦略の置き換えや補完に使用することはできません。また、ディザ
スタ・リカバリ操作に使用することもできません。
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• 共有テーブルスペースでパーテ ィ シ ョ ンが作成された場合、 パーテ ィ シ ョ ン ・ テーブルのバッ クア ッ プ
は失敗し ます。

• バッ クア ッ プには、 バイナリ ・ ログまたはリ レー ・ ログは含まれません。

--use-tts オプシ ョ ンの使用に関するその他の制限については、 https://dev.mysql.com/doc/mysql-enterprise-
backup/4.0/en/backup-partial-options.html を参照し て く だ さい。

MySQL Standard/Community用バックアップ・シーケンス例

以下に、 さ まざまなバッ クア ッ プ ・ シーケンスを示し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみ ： ビジネス要件で前日までのデータ保護が保証されてお り、 読み取り専用アク
セスが毎日許容される場合 （勤務時間外など）、 フル ・ バッ クア ッ プのみを毎日実行すれば十分で し ょ
う。 データベース管理者がリ カバリ できるのは、 データベースの最後のフル ・ バッ クア ッ プ時点までで
すが、 MySQL サーバーに存在し ているバイナリ ・ ログを使用し て PIT リ カバリ を実行する こ とができま

す。

• フル ・ バッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プ ： ビジネス要件で前日までのデータ保護が保証されているが、
ターゲッ ト MySQL イ ンス タ ンスへの読み取り専用アクセスが断続的にのみ許容され （週 1 回または隔週

の勤務時間外など）、 バッ クア ッ プ時間をできる限り短縮する必要がある場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と増
分バッ クア ッ プの組合せが最適です。 た と えば、 毎週日曜日の夜 11:00 にフル ・ バッ クア ッ プが実行さ

れ、 さ らに月曜日から土曜日の午後 11:00 に ト ラ ンザクシ ョ ン ・ ログ ・ フ ァ イルのバッ クア ッ プが実行さ

れている と し ます。 この場合、 各増分バッ クア ッ プには、 前夜のバッ クア ッ プ、 すなわち日曜日の夜に
実行されたフル ・ バッ クア ッ プまたはいずれかの増分バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナ リ ・ ログが
含まれます。

このバッ クア ッ プ ・ タ イプ ・ シーケンスのリ ス ト アには、 よ り長い時間がかかる こ とに注意し て く だ さ
い。 た と えば、 火曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日の増分バッ ク
ア ッ プを リ ス ト アする必要があり ます。 また、 木曜日に リ カバリ を実行する場合は、 日曜日のフル ・
バッ クア ッ プに続いて、 月曜日、 火曜日、 および水曜日の増分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り
ます。 バッ クア ッ プ時間は短 く な り ますが、 複数のリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行するために必要な操作が多
く なるため、 リ ス ト ア時間は長 く なる可能性があ り ます。

• フル ・ バッ クア ッ プ と差分バッ クア ッ プ ： ビジネス要件で前日までのデータ保護が保証されているが、
ターゲッ ト MySQL イ ンス タ ンスへの読み取り専用アクセスが断続的にのみ許容され （週 1 回または隔週

の勤務時間外など）、 リ ス ト ア時間をできる限り短縮する必要がある場合、 フル ・ バッ クア ッ プ と差分
バッ クア ッ プの組合せが最適です。 た と えば、 フル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の夜 11:00 に実行し、 差

分バッ クア ッ プを月曜日から土曜日の午後 11:00 に実行し ます。 各差分バッ クア ッ プには、 最後のフル ・

バッ クア ッ プ以降に生成されたバイナリ ・ ログが含まれます。 前述のよ う に、 このプロセスでの全体的
なバッ クア ッ プ時間は長 く な り ます。

リ カバリする必要のある特定時点に関わらず、 必要な リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は同じ です。 た と えば、 火
曜日にリ カバリ を実行する場合、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と月曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト ア
する必要があり ます。 また、 木曜日にリ カバリ を実行する場合は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プに続い
て水曜日の差分バッ クア ッ プを リ ス ト アする必要があ り ます。 以降の差分バッ クア ッ プはサイズが大き
く な り、 時間も長 く な り ますが、 実行する必要のある リ ス ト ア ・ ジ ョ ブの数は少な く なるため、 リ ス ト
ア時間は短 く な り ます。

バッ クア ッ プの実行
Plug-in for MySQL を使用し てバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
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バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト は、 増分および差分バッ クア ッ プに必要です。 フル ・ バッ クア ッ プを実行
中にバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し てから、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プに使用し ます。 増分
または差分バッ クア ッ プにセレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が使用されていない場合、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブがエラーをレ
ポー ト し ます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ま

せん。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 プ ラグイ ンのリ ス ト で ［Plug-in for MySQL］ を開 く と、 MySQL サーバが表示されます。

5 利用可能データ を選択し ます。

▪ バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ内で選択し たイ ンス タ ンスからすべての MySQL データベースを選択する

には、 ［全てのデータベース］ ノ ー ド を選択し ます。

▪ よ り細か く 選択するには、 ［全てのデータベース］ ノ ー ド 内のデータベースを個別に表示させま
す。 さ らに、 個々のデータベースを開き、 その中のテーブルを表示し て個別に選択し、 バッ ク
ア ッ プ ・ ジ ョ ブに追加する こ と もできます。

▪ アイテムをバッ クア ッ プから明示的に除外するには、 親レベルのアイテムを選択し、 子のアイテ
ムを個別にク リ ッ ク し て、 緑のチ ェ ッ クマーク を赤色の X に変更し、 除外対象に指定し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。

重要： ［MySQL Standard/Community］オプションを使用したバックアップに細かいレベルのデー

タ・セットを選択する場合、［バックアップ・オプション］タブでバックアップ・タイプに［個々
のデータベース/テーブル・コピーのみ］を選択します。他の形式のバックアップ（フル、増分、

または差分バックアップ）を選択した場合、細かいレベルの選択は無視されデータベース全体が
バックアップされます。MySQL 5.5.x以降の場合、ストアド・プロシージャ、関数、およびトリガ

は、［MySQL Standard/Community］オプションの［フル］および［個々のデータベース/テーブ

ル・コピーのみ］で自動的にバックアップされます。 
 
MySQL 5.5.x（以降）では、選択ツリーに「information_schema」データベースが表示されますが、こ

のデータベースは選択できません。この問題が発生するのは、このデータベースに含まれるすべて
のデータが動的に生成され、永久的に存在するものではないからです。このため、プラグインは、
すべてのバックアップからinformation_schemaデータベースを自動的に除外します。
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バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。
［MySQL Standard/Community］ または ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのいずれを使用するか

によ って、 ［バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ タ ブで各設定が利用可能にな り ます。

MySQL Standard/Community用バックアップ・オプションの設

定
バッ クア ッ プする目的のアイテムを選択し た状態で、 実行するバッ クア ッ プ ・ タ イプを選択し た り、 失敗し た場
合に異なる動作を選択し た りする こ と もできます。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［全てのデータベースを フルバッ クア ッ プ］ （デフ ォル ト 選択） ： 現在の MySQL イ ンス タ ンスに含

まれるすべてのデータベースおよびすべてのテーブルについて完全なフル ・ バッ クア ッ プを実行
するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 バッ クア ッ プ ・ セレ ク
シ ョ ン ・ セ ッ ト で選択し たデータに関係な く 、 すべてがバッ クア ッ プ されます。

▪ ［増分バッ クア ッ プ］ ： 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成された ト ラ ンザクシ ョ ン ・
ログのみをバッ クア ッ プする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［差分バッ クア ッ プ］ ： 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に生成されたすべての ト ラ ンザク
シ ョ ン ・ ログをバッ クア ッ プする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 以降の差分バッ クア ッ プ
には、 元のフル ・ バッ クア ッ プの実行後に生成されたすべてのバイナ リ ・ ログが含まれます。
バッ クア ッ プ完了後は、 MySQL イ ンス タ ンスのバイナリ ・ ログは保持されます。

▪ ［個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみ］ ： 特殊な目的 （テス ト 環境を作成する場合など）

で MySQL 環境を コ ピーする場合に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 データベースの全体的な

バッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順には影響を与えません。 この方法で作成し たコ ピー ・ バッ ク
ア ッ プは、 MySQL のフル ・ バッ クア ッ プ と増分 / 差分バッ クア ッ プを併用し たシナリ オで設定さ

れたシーケンスに影響し ません （これらのバッ クア ッ プは、 バイナ リ ・ ログに影響を与えませ
ん）。 この形式のバッ クア ッ プは、 MySQL のフル ・ バッ クア ッ プ と増分 / 差分バッ クア ッ プの併

用シナリ オで通常のバッ クア ッ プ ・ シーケンス と し て設定されたバッ クア ッ プから独立し ていま
す。 また、 コ ピー ・ バッ クア ッ プを フル ・ バッ クア ッ プの代わり に使用する こ とはできません。

▪ ［データベース全体のコ ピー ・ バッ クア ッ プ］ ： MySQL 環境の特殊な目的のコ ピーを作成し て、 選

択し たデータベースのすべてのコ ンテンツをバッ クア ッ プするには、 このオプシ ョ ンを選択し ま
す。 た と えば、 テス ト 環境を構築するためにこのオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンは、

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択しま
す。

重要： MySQLのターゲット・インスタンスとしてレプリケーションのマスタ・インスタンスを指定

した場合（このMySQLインスタンスの［設定］ダイアログ・ボックスで、［MySQLレプリケー

ションを可能にする］オプションと［マスタ・インスタンス］オプションが選択されている状態）、
フル、増分および差分形式のバックアップは選択することはできません。詳細は、「MySQLレプリ

ケーションの使用」を参照してください。

重要： 増分および差分バックアップ・ジョブは、MIXEDバイナリ・ログ形式が使用されている場

合、警告を表示して完了します。詳細は、「MIXEDバイナリ・ログ形式の使用」を参照してくださ

い。

注意： MIXEDバイナリ・ログ形式が使用されている場合、バイナリ・ログ・エントリがPITリカバリ中に

再生されないことがあるため、リカバリ用に選択したデータベースが、選択したポイントにロールバック
されないことがあります。詳細は、「MySQL Standard/Communityに関する重要注意事項」および「MIXED
バイナリ・ログ形式の使用」を参照してください。
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［個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみ］ オプシ ョ ン と似ていますが、 このオプシ ョ ンで

は、 選択し たすべてのデータベース と対応するテーブルがバッ クア ッ プ されます。 このオプシ ョ
ンは、 選択し たデータベースのすべてのテーブルが InnoDB テーブルである場合にのみ使用でき

ます。 この方法で作成し たコ ピー ・ バッ クア ッ プは、 MySQL のフル ・ バッ クア ッ プ と増分 / 差分

バッ クア ッ プを併用し たシナリ オで設定されたシーケンスに影響し ません （これらのバッ クア ッ
プは、 バイナリ ・ ログに影響を与えません）。 また、 コ ピー ・ バッ クア ッ プを フル ・ バッ クア ッ プ
の代わり に使用する こ とはできません。

▪ ［バッ クア ッ プ中は、 全てのテーブルを読み取り アクセスにロ ッ ク し ト ラ ンザクシ ョ ンの消失を防
ぎます。］ ： ［フル バッ クア ッ プ］ を選択し、 現在読み取り専用アクセスのイ ンス タ ンス内のすべ

てのデータベースがロ ッ ク される こ とによる ト ラ ンザクシ ョ ンの消失を防ぎたい場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択し た場合、 ユーザーはフル ・ バッ クア ッ プ中にイ
ンス タ ンス全体でデータの挿入、 更新、 または削除を実行できません。 このオプシ ョ ンが選択解
除される と、 プ ラグイ ンは、 テーブルがバッ クア ッ プ された場合に限りバッ クア ッ プ ・ プロセス
中に各テーブルをロ ッ ク し ます。 このため、 Quest は、 イ ンス タ ンスに関連するテーブルが含ま

れる場合、 このオプシ ョ ンを選択し てバッ クア ッ プ ・ プロセス中に確実にすべてのテーブルが
ロ ッ ク されるよ う にする こ と をお勧めし ます。 

▪ ［フルまたはイ ン ク リ メ ン タル ・ バッ クア ッ プ後、 バイナリ ・ ログをパージ］ ： ［MySQL レプ リ

ケーシ ョ ンを可能にする］ が無効化され、 ［特定時点リ カバリ を可能にする］ が有効化されている
標準の MySQL サーバー設定でプラグイ ンを使用する場合、 このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で有効

化されています。 プ ラグイ ンを ク ラス タに接続する と、 このオプシ ョ ンは無効化されます。 バイ
ナリ ・ ログのパージはプ ラグイ ンの外で管理する必要があ り ます。 Quest はこのオプシ ョ ンを使

用する こ と をお勧めし ますが、 ユーザーはバイナ リ ・ ログに関する制御の度合いを決定する こ と
が可能です。

3 各条件に対し て利用可能なアクシ ョ ンを選択し ます （詳し く は、 「エラー条件のデフ ォル ト ・ アクシ ョ ン
の設定 （オプシ ョ ン）」 を参照し て く だ さい）。

各条件を使用する こ とによ り、 ジ ョ ブに対し て実行するアクシ ョ ンを選択する こ とができます。 これら
とは異なるデフ ォル ト ・ アクシ ョ ンを選択し ていた と し ても、 現在のジ ョ ブについてこの手順で指定し
た値に自動的に設定されます。

▪ ［警告で終了 — 保存セ ッ ト は保持されます］ ： ジ ョ ブが ［バッ クア ッ プが警告付きで完了］ とい う

ステータ スを返し、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が
作成されます。

▪ ［警告な し で完了 — 保存セ ッ ト は保持されま し た］ ： ジ ョ ブが完了し、 ［バッ クア ッ プ完了］ とい

う ステータ スが返されます。 エラーは NetVault Backup バイナリ ・ ログに記録され、 ［ジ ョ ブ ・ ス

テータ ス］ ページでは無視されます。 バッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されます］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返されますが、 正常にバッ クア ッ プ されたアイテムからなるバッ クア ッ
プ ・ セーブセ ッ ト が作成されます。

▪ ［失敗 — セーブセ ッ ト は保持されません］ ： バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブから ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ失

敗］ とい う ステータ スが返され、 バッ クア ッ プ されたオブジ ェ ク ト のセーブセ ッ ト は保持されま
せん。 選択された一部のオブジ ェ ク ト が正し く バッ クア ッ プ された場合も削除されます。

4 ［Mysqldump オプシ ョ ン］ テキス ト ・ ボ ッ クス内に、 mysqldump ユーテ ィ リ テ ィ を使用するジ ョ ブを

リ ス ト し ます。

重要： このオプションは、選択したデータベースのすべてのテーブルがInnoDBテーブルである場合にのみ

使用できます。

このオプションを選択すると、選択したデータベース全体および対応するすべてのテーブルがバックアッ
プされます。これは、バックアップする特定のテーブルを選択した場合でも発生します。特定のテーブル
をバックアップする場合は、［個々のデータベース/テーブル・コピーのみ］オプションを使用します。

重要： NetVault Backupサーバーがクラスタ化されたMySQLサーバーと標準のMySQLサー

バー両方を管理するような混合環境では、標準のMySQLサーバー用に作成したバックアッ

プ・オプション・セットをMySQLベースのクラスタで再利用しないでください。
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このオプシ ョ ンはダ ッ シュ （-） またはダブルダ ッ シュ （--） で開始する必要があり ます。 また、 （; | < >）

などの文字を含める こ とはできません。

これらのオプシ ョ ンはまず mysqldump コマン ド に追加され、 次にプラグイ ンが内部的に生成し たオプ

シ ョ ンが続きます。 この順番によ り、 こ こに入力し たオプシ ョ ンが内部的に生成されたオプシ ョ ン と矛
盾し ている場合、 プ ラグイ ンが生成し たオプシ ョ ンが優先されます。

ジ ョ ブが失敗するよ う なエラーを mysqldump オプシ ョ ンが検出し た場合、 このエラーはジ ョ ブ ・ ログ

内でエラー ・ ログ ・ メ ッ セージに埋め込まれます。

以前、 このタ スク を実行するために MySQL オプシ ョ ン ・ フ ァ イルをセ ッ ト ア ッ プ し た場合、 このテキス

ト ・ ボ ッ クスに入力し たオプシ ョ ンは、 オプシ ョ ン ・ フ ァ イルに指定し たオプシ ョ ンへ追加されます。
本プ ラグイ ンに既存の MySQL オプシ ョ ン ・ フ ァ イルを無視させたい場合は、 このテキス ト ・ ボ ッ クスの

先頭に --no-defaults と入力し ます。

使用し ている mysqldump バージ ョ ンでサポー ト されているオプシ ョ ンについて詳し く は、 利用可能な

MySQL ド キュ メ ンテーシ ョ ンを参照し て く だ さい。

5 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

6 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

MySQL Enterpriseバックアップ用バックアップ・オプションの

設定
バッ クア ッ プする目的のアイテムを選択し た状態で、 実行するバッ クア ッ プ ・ タ イプを選択し た り、 失敗し た場
合に異なる動作を選択し た りする こ と もできます。

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［フル ・ バッ クア ッ プ］ （デフ ォル ト 設定） ： 現在の MySQL イ ンス タ ンス内で設定されたすべての

データベースおよびテーブルをバッ クア ッ プするには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［増分バッ クア ッ プ］ ： 最後のフルまたは増分バッ クア ッ プ以降に変更が加わったデータ （InnoDB
テーブル用） またはテーブル全体 （非 InnoDB テーブル用） のみをバッ クア ッ プする場合、 この

オプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［転送可能なテーブルスペース （TTS） バッ クア ッ プ］ ： MySQL TTS 機能を利用する部分バッ ク

ア ッ プを作成する場合は、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 セ ッ ト を保存し ます。

4 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 セ ッ ト の名前を指定し て、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

注意： この機能に、--routines (-R)または--triggersオプションを使用しないでください。このオプション

を使用すると、データベース・テーブルのバックアップは完了するが、リストアが失敗するなど、バック
アップの正常完了を阻害する場合があります。データベースのバックアップに必要なストアド・プロシー
ジャやトリガがある場合、本プラグインは--routinesや- -triggersオプションとともにmysqldumpコマンド

を内部生成します。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択しま
す。
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ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

ヒント： すでに作成および保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで
［ジョブ定義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。
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5

データのリ ス ト ア

• データのリ ス ト ア ： 概要

• MySQL におけるデータのリ ス ト ア

• 高度な MySQL Standard/Community 用リ ス ト ア手順

データのリ ス ト ア ： 概要
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンのリ ス ト ア ・ プロセス と利用可能なすべての機能について説明し ます。 さ らに、
「MySQL Standard/Community 用リ ス ト ア ・ シナ リ オ例」 および 「MySQL Enterprise バッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・

シナリ オ例」 では、 さ まざまな リ ス ト ア ・ タ イプの例が用意されています。 Quest では、 これらの ト ピ ッ ク を熟

読し、 さ まざまな リ ス ト ア ・ タ イプに対し て利用可能な機能と適用方法について確認するよ う お勧めし ます。

• MySQL Standard/Community に利用可能な リ ス ト ア方法の確認

• MySQL Enterprise バッ クア ッ プに利用可能な リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの確認

MySQL Standard/Community に利用可能な リ ス

ト ア方法の確認
リ ス ト アを正常に実行するには、 利用可能な リ ス ト ア ・ タ イプについてよ く 理解する必要があ り ます。

フル・リストアまたは個々のデータベース/テーブル・コピー

のみのリストア
プ ラグイ ンでフル ・ バッ クア ッ プまたは個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プを実行する

と、 MySQL の mysqldump ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 テーブルの作成とデータ追加に使用される SQL ス

テー ト メ ン ト がバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アに直接送信されます。 プ ラグイ ンがこれらのいずれかの形式で作成され
たバッ クア ッ プを リ ス ト アする と きに、 SQL ステー ト メ ン ト がバッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アから直接読み取られ、

自動的に実行されます。

増分または差分リストア
プ ラグイ ンは増分または差分バッ クア ッ プを実行する と きに、 MySQL バイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クスを使用し

て、 バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アにコ ピーする必要のあるバイナ リ ・ ログを判断し ます。 これらのバッ クア ッ プを リ
ス ト アする と、 バイナリ ・ ログがテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ （NETVAULT_HOME/tmp/MySQL） に リ ス ト ア さ

れます。 その後、 mysqlbinlog によ って、 バイナリ ・ ログに記録された各 ト ラ ンザクシ ョ ン用の SQL ステー ト

メ ン ト が生成され、 自動的に実行されます。 このプロセスを 「バイナ リ ・ ログの適用」 と言います。

増分および差分リ ス ト アの実行中に、 バイナリ ・ ログに記録されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを適用する こ と
も、 特定時点までの ト ラ ンザクシ ョ ンを適用 （PIT リ カバリ） する こ と もできます。 PIT リ カバリは、 開発者が
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誤ってテーブルを削除し た り誤った更新を実行するなど、 データ損傷の直前の時点に リ カバリする場合に便利で
す。

時間に基づくPoint-in-Time（PIT）リカバリ

PIT リ カバリは、 増分または差分リ ス ト アの実行中に リ ス ト ア対象のバイナリ ・ ログを使用し て実行できます。

時間に基づ く PIT リ カバリは、 データの損傷時刻が分かっている場合に便利です。 た と えば、 開発者が午前

06:00:00 にテーブルを削除し た場合、 中止時刻を午前 05:55:00 に設定し て PIT リ カバリ を実行できます。

通常、 時間に基づ く PIT リ カバリは、 1 つの手順から成るプロセスです。 ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用す

る］ （［オプシ ョ ン］ タ ブの ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する］ を選択） の対象と し て選択し たバイナ リ ・
ログを増分または差分バッ クア ッ プから リ ス ト ア し、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの直前の中止時刻を指定し ます。

位置に基づくPoint-in-Time（PIT）リカバリ

データが損傷し た実際の時刻が分からない場合、 またはよ り正確な リ カバリ を必要とする場合、 位置に基づ く ポ
イ ン ト ・ イ ン ・ タ イム ・ リ カバリ を使用し ます。 た と えば、 開発者がデータベースから テーブルを削除し たが、
テーブルを削除し た正確な時刻が分からない場合は、 位置に基づ く PIT リ カバリ を使用し ます。

位置に基づ く PIT リ カバリは、 3 つの手順から成るプロセスです。

1 ［オプシ ョ ン］ タ ブの ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定す
る］ オプシ ョ ンを選択し て、 増分または差分バッ クア ッ プから MySQL サーバーのテンポラ リ ・ デ ィ レ ク

ト リ にバイナリ ・ ログを リ ス ト ア し ます。

2 MySQL の mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの位置を特定し ます。 詳

し く は、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 の 「任意時点のリ カバリ」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さ

い。

3 同じ増分または差分バッ クア ッ プを再度リ ス ト ア し ます。 ただ し、 今度は ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ
からのバイナリ ・ ログを適用する］ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンを選択し、 不要な ト ラ ンザクシ ョ ンの直前の
停止位置を指定し ます。

MySQL Enterprise バッ クア ッ プに利用可能な リ

ス ト ア ・ オプシ ョ ンの確認
MEB ベース ・ バッ クア ッ プ方法では、 フル ・ リ ス ト アまたは増分リ ス ト アを実行できます。 TTS バッ クア ッ

プ ・ オプシ ョ ンを使用し た場合は、 TTS リ ス ト アを完了するオプシ ョ ン もあ り ます。 TTS リ ス ト ア ・ プロセス

では、 部分リ ス ト ア と呼ばれる特定のテーブルを リ ス ト アする追加オプシ ョ ンがあ り、 指定し たテーブルのいず
れかの名前も変更できます。

TTS バッ クア ッ プを リ ス ト アする場合は、 次の制約事項に注意する必要があ り ます。

• サーバーとの接続を確立する必要があるため、 宛先の MySQL サーバーが動作し ている こ と を確認し ま

す。

• リ ス ト アするテーブルが宛先サーバーに存在し ないこ と を確認し ます。

• バッ クア ッ プが実行された元の MySQL サーバーで使用されていたのと同じページ ・ サイズが宛先サー

バーで使用されている こ と を確認し ます。

• 宛先サーバーで innodb_file_per_table オプシ ョ ンが有効になっている こ と を確認し ます。

• リ ス ト ア し よ う と し ている InnoDB フ ァ イル （.ibd フ ァ イル） が、 宛先サーバーの innodb_file_format 変

数の値と一致し ない場合、 リ ス ト アは失敗し ます。

詳細は、 「https://dev.mysql.com/doc/mysql-enterprise-backup/4.0/en/restore-use-tts.html」 を参照し て く だ さい。

重要： TTSバックアップまたはリストアを使用する機能には制限があるため、Questでは、TTSオプショ

ンを慎重に使用することをお勧めします。
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MySQL におけるデータのリ ス ト ア
Plug-in for MySQL を使って標準リ ス ト アを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

• リ ス ト ア対象データの選択

• リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

• MySQL Standard/Community 用リ ス ト ア ・ シナ リ オ例

• MySQL Enterprise バッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ シナ リ オ例

リ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

リ ス ト アの対象と し て選択可能な最初のノ ー ドは、 リ カバーするバッ クア ッ プのタ イプに基づいて異な
り ます ：

▪ フル ・ バッ クア ッ プまたは個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プ ： ルー ト ・

ノ ー ドが ［全てのデータベース］ と し て表示されます。 これは、 実際のデータベース / テーブル ・

データがバッ クア ッ プに含められたからです。

▪ 増分または差分バッ クア ッ プ ： ルー ト ・ ノ ー ドは ［バイナリ ・ ログ］ と し て表示されます。 これ
は、 この形式のバッ クア ッ プに、 前のバッ クア ッ プの実行以降に行われた ト ラ ンザクシ ョ ン （バ
イナリ ・ ログ） が含まれているからです。

7 アイテム別のリ ス ト アを行う には、 ルー ト ・ ノ ー ド をダブルク リ ッ ク し て開き、 バッ クア ッ プに含めら
れた個々のデータベースを表示し ます。

また、 個々のデータベースを開いて、 テーブルを表示し選択する こ と もできます。

重要： ルート・ノードは［全てのデータベース］という名前ですが、ターゲットのMySQL
インスタンスに対して現存するデータベースをすべて包括していません。このノードを選択
すると、バックアップ・ジョブとして実際に選択されたデータ・アイテムのみがリストアさ
れます（つまり、リストア対象としてこのノードを選択すると、MySQLインスタンス内に

現存するすべてのデータベースはリストアされず、単にバックアップに含めたデータベース
のみがリストアされます）。

重要： MySQLは、データベース情報の格納にさまざまなファイル形式を使用します。リストアした

データベースが確実に機能するよう、必ずリストア・プロセスに.frmファイルを含めるよう確認し

てください。
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リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
［MySQL Standard/Community］ または ［MySQL Enterprise バッ クア ッ プ］ オプシ ョ ンのいずれを使用するか

によ って、 ［オプシ ョ ン］ タ ブに各オプシ ョ ンが表示されます。

• MySQL Standard/Community 用リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• MySQL Enterprise バッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

MySQL Standard/Community用リストア・オプションの設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［特定時点リ カバ
リ を可能にする］ タ ブおよび ［リ ス ト ア先］ タ ブで以下のパラ メ ータ を設定し ます。 リ ス ト アに選択されたバッ
クア ッ プ ・ タ イプによ って、 さ まざまなオプシ ョ ンが表示されます。

• フルまたは個々のデータベース ・ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

• 増分または差分データベース ・ リ ス ト ア ・ オプシ ョ ン

フルまたは個々のデータベース・リストア・オプション

フル ・ バッ クア ッ プまたは個別データベース / テーブルのコ ピーのみバッ クア ッ プのいずれかを リ ス ト アするに

は、 以下の手順に従います。

1 以下のガイ ド ラ イ ンを利用し て、 ［リ カバリ時］ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログで PIT リ カバリ を実行する］ ： MySQL サーバー上の MySQL バイナ リ ・ ロ

グ ・ デ ィ レ ク ト リ に保持されているバイナ リ ・ ログを使用し て、 選択し たデータ ・ オブジ ェ ク ト
について特定時点形式のリ ス ト アを実行する場合に選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、
このタ ブ上のすべてのオプシ ョ ンが使用可能にな り ます。

▪ ［Point In Time （特定時点） タ イプ］ ： このセクシ ョ ンで特定時点リ カバリ に利用可能な形式を選

択し ます。

▫ ［時間に基づ く PIT］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を指

定し た時間へリ ス ト ア し ます （「時間に基づ く Point-in-Time （PIT） リ カバリ」 で詳説）。

このオプシ ョ ンを選択する と、 ［時間に基づ く PIT の詳細］ セクシ ョ ンが有効にな り ます。

▫ ［位置に基づ く PIT］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの直前に存在し た特定の停止位置へリ ス ト ア し ます （「位置に基づ く Point-in-Time
（PIT） リ カバリ」 で詳述）。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ［位置に基づ く PIT の詳細］ セ

クシ ョ ンが有効にな り ます。

▪ ［時間に基づ く PIT の詳細］ ： ［時間に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ン

を選択し ます。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［中止日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24 時間形式） を指定し ます。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［開始日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24 時間形式） を指定し ます。 特定の開始日と時刻に加え、 ト ラ ンザクシ ョ

ンの中止日と時刻を設定する こ と もできます。

- ［なし］（デフォルト）：指定した日付と時刻の後に実行されたすべてのトランザク
ションをリストアする場合は、このラジオ・ボタンを選択したままにします。
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- ［具体的な日付］：指定した時間範囲に実行されたトランザクションのみを含めるに
は、このラジオ・ボタンを選択します。付随する時刻および日付フィールドに目的
の中止時刻を入力します（24時間形式）。

▪ ［位置に基づ く PIT の詳細］ ： ［位置に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ン

を選択し ます。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンには、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

- ［停止位置］：このフィールドに、バイナリ・ログ内の不要なトランザクションより
も前の位置を入力します。たとえば、不要なトランザクションの位置が805の場

合、804を入力します。

- ［終了位置を含むバイナリ・ログ］：このドロップダウンを使用して、［停止位置］
フィールドに指定した停止位置が含まれるバイナリ・ログ・ファイルを選択しま
す。別のファイルが必要な場合（またはここに目的のファイルが表示されない場
合）、［その他］オプションを選択し、付随するテキスト・ボックスに目的のファイ
ル名を入力します。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンにも、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

- ［開始位置］：このフィールドに、バイナリ・ログ内の不要なトランザクションより
も後の位置を入力します。たとえば、不要なトランザクションの位置が805の場

合、806を入力します。

- ［開始位置を含むバイナリ・ログ］：このドロップダウンを使用して、［開始位置］
フィールドに指定した開始位置が含まれるバイナリ・ログ・ファイルを選択しま
す。別のファイルが必要な場合（またはここに目的のファイルが表示されない場
合）、［その他］オプションを選択し、付随するテキスト・ボックスに目的のファイ
ル名を入力します。

- [停止位置]：［なし］（デフォルト選択） － ［誤った／不良のSQLステートメント

の後に、リカバリを可能にする］に指定した開始位置の後に実行されたすべてのト
ランザクションをリカバリするには、このラジオ・ボタンを選択したままにしま
す。

- [停止位置]：［具体的な位置］：バイナリ・ログの特定の位置範囲に実行されたトラ

ンザクションのみを含めるには、このオプションを選択します。［具体的な位置］
オプションに付随するフィールドに目的の停止位置を入力し、［終了位置を含むバ
イナリ・ログ］ドロップダウン・リストで適切なバイナリ・ログ・ファイルを選択
します（別のファイルを使用する場合は、このドロップダウンから［その他］を選

重要： リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログの両方に対してPITリカバリ

を有効にした場合、中止時刻が、リストアされたバイナリ・ログまたは現在のバイナリ・ロ
グのどちらにあるかを特定する必要はありません。MySQLは、指定された時刻で自動的に

中止/開始し、指定された最終的な中止時点より後のバイナリ・ログをすべて無視します。 

 
これらのオプションを両方有効にすることもできます。特定の時間範囲に不要なトランザク
ションが実行された場合は、これらのオプションを両方使用します。たとえば、2011年1
月29日の午前11:00から午前11:15までの間に収集されたデータが不要の場合、［誤った/
不良のSQLステートメントの前に、リカバリを可能にする］オプションを有効にし、［中止

日/時間］として11:00 － 2011年1月29日を入力します。また、［誤った/不良のSQLス

テートメントの後に、リカバリを可能にする］オプションを選択し、［開始日/時間］とし

て「11:15」 － 「2007年1月29日」を入力します。この結果、2011年1月29日の11:00か

ら11:15までの間に実行されたすべてのトランザクションがリストアから除外されます。
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択し、付随するテキスト・ボックスにファイル名を指定します）。［開始位置］に指
定した位置から［具体的な位置］フィールドに指定した位置までの間に実行された
トランザクションのみがリストアの対象となります。

2 以下のガイ ド ラ イ ンに従い、 ［リ ス ト ア先］ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ 同一 MySQL イ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： リ ス ト アのターゲッ ト がバッ クア ッ プ

された元のイ ンス タ ンス と同じ場合には、 これらのフ ィ ールド はブ ラ ン クのままにし ます。
NetVault Backup は ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス内の値セ ッ ト を使用し ます。 詳細は、 「プ ラグ

イ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

▪ 別の MySQL イ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： 選択し たデータのリ ス ト アを別のイ ン

ス タ ンスへ移動する場合には、 新しいイ ンス タ ンスへのリ ス ト ア ・ アクセスを許可するために
［ユーザー名］ と ［パスワー ド］ の各フ ィ ールド にログイ ン情報を入力する必要があ り ます。 さ ら
に、 新しいイ ンス タ ンスに設定された NetVault Backup 名を ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド に入

力し ます （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［MySQL イ ンス タ ンス名］ に設定し た名前を入力し

ます。 詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい）。

増分または差分データベース・リストア・オプション

増分または差分バッ クア ッ プのいずれかを リ ス ト アするには、 以下の手順に従います。

1 以下のガイ ド ラ イ ンを利用し て、 ［リ カバリ時］ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： 選択し たデータ ・ アイテムについて特定時点形式のリ ス ト アを実行

するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 このタ ブ上のすべての
オプシ ョ ンが使用可能にな り ます。

増分および差分リストアでは、リストアを完了するためにバイナリ・ログが使用されます。この
ため、この形式のバックアップをリストアする場合は、選択したデータベースに関連するバイナ
リ・ログをどのようにリカバリするかを決定します。以下の方法の1つを選択します。

▫ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使
用される）］ ： 1 つのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブで、 バッ クア ッ プ ・ デバイスからのバイナリ ・ ログ

を リ ス ト ア し、 かつバイナリ ・ ログに記録された ト ラ ンザクシ ョ ンを適用する場合に選択
し ます。 現在 MySQL バイナ リ ・ ログ ・ デ ィ レ ク ト リ に保存されているバイナ リ ・ ログを

使用し て特定時点リ カバリ を実行する場合、 ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ チ ェ ッ ク ・
ボッ クスを選択し ます。 このプロセスは、 増分 / 差分バッ クア ッ プに保存されたバイナリ ・

ログの ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト ア し て適用し た後に実行されます。

▫ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： この
バイナリ ・ ログのリ ス ト ア方法を選択し た場合、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブによ って、 選択し た増
分 / 差分バッ クア ッ プに関連するバイナリ ・ ログが MySQL サーバー上のテンポラ リ ・

デ ィ レ ク ト リ （「NETVAULT_HOME/tmp/MySQL/」） にリ ス ト ア されます。 このオプシ ョ

ンによ り、 mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 リ カバリ されたログを調べ、 データ

が損傷し た時刻 / 位置を特定できるよ う にな り ます。

重要： これらのオプションを両方有効にすることもできます。特定の位置範囲に不要なトラ
ンザクションが実行された場合は、これらのオプションを両方使用します。たとえば、位置
805から位置810までの間に収集されたデータに不要なトランザクションが含まれている場

合、［誤った/不良のSQLステートメントの前に、リカバリを可能にする］オプションを有

効にし、［停止位置］として805を入力してから、付随するオプションで、バイナリ・ロ

グ・ファイルを呼び出すよう設定します。また、［誤った/不良のSQLステートメントの後

に、リカバリを可能にする］オプションを有効にし、［開始位置］として810を入力してか

ら、付随するオプションで、バイナリ・ログ・ファイルを呼び出すよう設定します。この結
果、指定したバイナリ・ログ・ファイルの805から810までの間に記録されたすべてのトラ

ンザクションがリストアから除外されます。停止位置と開始位置には、不要なトランザク
ションの位置より大きい任意の数値ではなく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている
実際の位置を指定する必要があります。

重要： リストアを別のMySQLインスタンスへ移動する前に、「異なるMySQLサーバーへの

リストア」を参照して詳細な手順を確認する必要があります。
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▫ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 前回、 ［テンポラ リ ・ デ ィ
レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ オプシ ョ ンを使用し、
mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て リ ス ト アから除外する損傷データの時刻 / 位置を

特定し た場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このプロセスによ り、 テンポラ リ ・ デ ィ レ
ク ト リ にリ ス ト ア されたバイナリ ・ ログが適用されます。 現在 MySQL バイナ リ ・ ログ ・

デ ィ レ ク ト リ に保存されているバイナ リ ・ ログを使用し て特定時点リ カバリ を実行する場
合、 ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。 このプロセスは、
テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に保存されているバイナ リ ・ ログの ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト
ア し て適用し た後に実行されます。

▪ ［Point In Time （特定時点） タ イプ］ ： ［PIT リ カバリ を実行する］ オプシ ョ ンを有効にし た場合、

利用可能な PIT リ カバリ形式を選択し ます。

▫ ［時間に基づ く PIT］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を指

定し た時間へリ ス ト ア し ます （「時間に基づ く Point-in-Time （PIT） リ カバリ」 で詳説）。

このオプシ ョ ンを選択する と、 ［時間に基づ く PIT の詳細］ セクシ ョ ンが有効にな り ます。

▫ ［位置に基づ く PIT］ ： このオプシ ョ ンを選択し て、 選択し たデータ を不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの直前に存在し た特定の停止位置へリ ス ト ア し ます （「位置に基づ く Point-in-Time
（PIT） リ カバリ」 で詳述）。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ［位置に基づ く PIT の詳細］ セ

クシ ョ ンが有効にな り ます。

▪ ［時間に基づ く PIT の詳細］ ： ［時間に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ン

を選択し ます。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［中止日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24 時間形式） を指定し ます。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た時刻よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 付随する ［開始日／時間］ フ ィ ールド に、 目的
の日付と時刻 （24 時間形式） を指定し ます。 特定の開始日と時刻に加え、 ト ラ ンザクシ ョ

ンの中止日と時刻を設定する こ と もできます。

- ［なし］（デフォルト）：指定した日付と時刻の後に実行されたすべてのトランザク
ションをリストアする場合は、このラジオ・ボタンを選択したままにします。

- ［具体的な日付］：特定の時間範囲に実行されたトランザクションのみを含めるに
は、このオプションを選択します。付随する時刻および日付フィールドに目的の中
止時刻を入力します（24時間形式）。

▪ ［位置に基づ く PIT の詳細］ ： ［位置に基づ く PIT］ を選択し た場合、 以下の利用可能なオプシ ョ ン

を選択し ます。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの前に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り後に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンには、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

重要： これらのオプションを両方有効にすることもできます。特定の時間範囲に不要なトラ
ンザクションが実行された場合は、これらのオプションを両方使用します。たとえば、2011
年1月29日の午前11:00から午前11:15までの間に収集されたデータが不要の場合、［誤っ

た/不良のSQLステートメントの前に、リカバリを可能にする］オプションを有効にし、

［中止日/時間］として11:00 － 2011年1月29日を入力します。また、［誤った/不良の

SQLステートメントの後に、リカバリを可能にする］オプションを選択し、［開始日/時間］

として11:15 － 2007年1月29日を入力します。この結果、2011年1月29日の11:00から

11:15までの間に実行されたすべてのトランザクションがリストアから除外されます。
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- ［停止位置］：このフィールドに、バイナリ・ログ内の不要なトランザクションより
も前の位置を入力します。たとえば、不要なトランザクションの位置が805の場

合、804を入力します。

- ［終了位置を含むバイナリ・ログ］：このドロップダウンを使用して、［停止位置］
フィールドに指定した停止位置が含まれるバイナリ・ログ・ファイルを選択しま
す。別のファイルが必要な場合（またはここに目的のファイルが表示されない場
合）、［その他］オプションを選択し、付随するテキスト・ボックスに目的のファイ
ル名を入力します。

▫ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： 不要な ト ラ ンザク

シ ョ ンの後に起こ ったすべての ト ラ ンザクシ ョ ンを リ ス ト アするには、 このオプシ ョ ンを
選択し ます。 このオプシ ョ ンのみを選択し た場合、 こ こに指定し た位置よ り前に実行され
た ト ラ ンザクシ ョ ンはすべて失われます。 このオプシ ョ ンにも、 以下の関連オプシ ョ ンが
あり ます。

- ［開始位置］：このフィールドに、バイナリ・ログ内の不要なトランザクションより
も後の位置を入力します。たとえば、不要なトランザクションの位置が805の場

合、806を入力します。

- ［開始位置を含むバイナリ・ログ］：このドロップダウンを使用して、［開始位置］
フィールドに指定した開始位置が含まれるバイナリ・ログ・ファイルを選択しま
す。別のファイルが必要な場合（またはここに目的のファイルが表示されない場
合）、［その他］オプションを選択し、付随するテキスト・ボックスに目的のファイ
ル名を入力します。

- [停止位置]：［なし］（デフォルト）：［誤った/不良のSQLステートメントの後に、

リカバリを可能にする］に指定した開始位置の後に実行されたすべてのトランザク
ションをリカバリするには、このラジオ・ボタンを選択したままにします。

- [停止位置]：［具体的な位置］：バイナリ・ログの特定の位置範囲に実行されたトラ

ンザクションのみを含めるには、このオプションを選択します。［具体的な位置］
オプションに付随するフィールドに目的の停止位置を入力し、［終了位置を含むバ
イナリ・ログ］ドロップダウン・リストで適切なバイナリ・ログ・ファイルを選択
します（別のファイルを使用する場合は、このドロップダウンから［その他］を選
択し、付随するテキスト・ボックスにファイル名を指定します）。［開始位置］に指
定した位置から［具体的な位置］フィールドに指定した位置までの間に実行された
トランザクションのみがリストアの対象となります。

2 以下のガイ ド ラ イ ンに従い、 ［リ ス ト ア先］ サブ タ ブで利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

このタ ブには、 ［リ ス ト ア先詳細］ セクシ ョ ンが表示されます。 このフ ィ ールド にアカウン ト 情報を入力
し て、 MySQL のターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスへのリ ス ト ア ・ アクセスを許可し ます。 必要な リ ス ト ア ・ タ

イプに応じ て、 以下のよ う にオプシ ョ ンを使用し ます。

▪ 同一 MySQL イ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： リ ス ト アのターゲッ ト がバッ クア ッ プ

された元のイ ンス タ ンス と同じ場合には、 これらのフ ィ ールド はブ ラ ン クのままにし ます。
NetVault Backup は ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クス内の値セ ッ ト を使用し ます。 詳細は、 「プ ラグ

イ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

重要： これらのオプションを両方有効にすることもできます。特定の位置範囲に不要なトラ
ンザクションが実行された場合は、これらのオプションを両方使用します。たとえば、位置
805から位置810までの間に収集されたデータに不要なトランザクションが含まれている場

合、［誤った/不良のSQLステートメントの前に、リカバリを可能にする］オプションを有

効にし、［停止位置］として805を入力してから、付随するオプションで、バイナリ・ロ

グ・ファイルを呼び出すよう設定します。また、［誤った/不良のSQLステートメントの後

に、リカバリを可能にする］オプションを有効にし、［開始位置］として810を入力してか

ら、付随するオプションで、バイナリ・ログ・ファイルを呼び出すよう設定します。この結
果、指定したバイナリ・ログ・ファイルの805から810までの間に記録されたすべてのトラ

ンザクションがリストアから除外されます。停止位置と開始位置には、不要なトランザク
ションの位置より大きい任意の数値ではなく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている
実際の位置を指定する必要があります。
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▪ 別の MySQL イ ンス タ ンスへのリ ス ト アを実行する場合 ： 選択し たデータのリ ス ト アを別のイ ン

ス タ ンスへ移動する場合には、 新しいイ ンス タ ンスへのリ ス ト ア ・ アクセスを許可するために
［ユーザー名］ と ［パスワー ド］ の各フ ィ ールド にログイ ン情報を入力する必要があ り ます。 さ ら
に、 新しいイ ンス タ ンスに設定された NetVault Backup 名を ［イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド に入

力し ます （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで ［MySQL イ ンス タ ンス名］ に設定し た名前を入力し

ます。 詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい）。

MySQL Enterpriseバックアップ用リストア・オプションの設定

［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［オプシ ョ ン］ タ
ブで適切なパラ メ ータ を設定し ます。

• ［フル ・ リ ス ト ア］ ： 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Raw フル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し て Temp デ ィ レ ク ト リ内に準備済

みフル ・ バッ クア ッ プを生成］ （デフ ォル ト 選択） ： このオプシ ョ ンを選択し て、 MySQL サーバー

のデータ ・ リ ポジ ト リ ・ デ ィ レ ク ト リ階層に対応する一時位置へフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア
し ます。 このオプシ ョ ンを使用する場合は、 どのバッ クア ッ プを リ ス ト アするか識別し ている こ
とが前提です。 まだの場合は、 以下の 2 つのオプシ ョ ンを使用する こ とができます。

▪ ［フル ・ バッ クア ッ プ ・ イ メ ージを Temp フ ァ イルに リ ス ト ア］ ： バッ クア ッ プのコ ンテンツを リ

ス ト し て、 次のオプシ ョ ンを実行する必要があるか識別する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Temp フ ァ イルから Raw フル ・ バッ クア ッ プを抽出し、 ログを適用し て Temp デ ィ レ ク ト リ内

に準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成］ ： 前述のオプシ ョ ンを使用し た結果について、 どのバッ ク
ア ッ プを リ ス ト アする必要があるか識別するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ
ンによ り、 フル ・ バッ クア ッ プが M ｙ SQL サーバーのデータ ・ リ ポジ ト リ ・ デ ィ レ ク ト リ階層に

対応する一時格納場所へリ ス ト ア されます。

▪ ［MySQL サーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを MySQL サーバー ・ リ ポ

ジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ （標準のフル ・ リ ス ト アに使用可能なオプシ ョ ン） ： MySQL サーバーを

シャ ッ ト ダウン し、 リ ス ト ア済みコ ンテンツを一時格納場所から元の位置へコ ピー ・ バッ クする
準備が整った際、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［準備済みフル ・ バッ クア ッ プを MySQL サーバー ・ リ ポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ （TTS フル ・

リ ス ト アに使用可能なオプシ ョ ン） ： リ ス ト ア済みコ ンテンツを一時格納場所から元の位置へコ
ピー ・ バッ クする際に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 以下の 2 つのオプシ ョ ン も使用可能です。

▫ ［テーブルを含める］ ： 部分リ ス ト アを実行する場合は、 このフ ィ ールド に正規表現を入力
し て、 リ ス ト アに含めるテーブルの命名パターンを記述し ます。 このフ ィ ールド に入力す
る と、 プ ラグイ ンによ って --include-tablesMySQL コマン ドが発行されます。

▫ ［テーブル名の変更］ ： ［テーブルを含める］ フ ィ ールド に入力し て リ ス ト アするテーブルを
指定し た場合は、 このフ ィ ールド を使用し て、 指定し たテーブルのいずれかの名前を変更
できます。 テーブル名を変更するには、 original_name to new_name 表現を使用し ま

す。 このフ ィ ールド に入力する と、 プ ラグイ ンによ って --renameMySQL コマン ドが発行

されます。

重要： リストアを別のMySQLインスタンスへ移動する前に、「異なるMySQLサーバーへの

リストア」を参照して詳細な手順を確認する必要があります。

重要： リストアを実行する前に、［MySQL Enterpriseバックアップ］オプションを使用して作成されたフ

ル・バックアップ内に含まれるすべてのデータを（少なくとも一時的に）格納するのに十分な空き容量が
デフォルトのNetVault BackupのTempディレクトリにあることを確認します。［一般］オプションを使用

して、十分な空き容量を持つ格納場所にデフォルト設定を変更することができ、これによりマップ済みド
ライブやネットワーク・ファイル・システム（NFS）、またはSMBマウント等も使用できるようになりま

す。［ナビゲーション］パネルで［設定変更］をクリックし、［クライアント設定］をクリックして、次に
［システムおよびセキュリティ］セクションの［一般］をクリックします。
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▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージの検証］ ： 抽出し たデータに対し て検証コマン ドの実行を本プ ラグイ ン
に指示する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージのリ ス ト ］ ： 出力ログ内のバッ クア ッ プ ・ コ ンテンツを リ ス ト するには、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

• ［増分リ ス ト ア］ ： 利用可能なオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 Temp デ ィ レ ク ト リ内の準備済みフル ・ バッ クア ッ プに

適用］ （デフ ォル ト 選択） ： 増分バッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
このオプシ ョ ンを使用する場合は、 どのバッ クア ッ プを リ ス ト アするか識別し ている こ とが前提
です。 まだの場合は、 以下の 2 つのオプシ ョ ンを使用する こ とができます。

▪ ［増分バッ クア ッ プ ・ イ メ ージを Temp フ ァ イルに リ ス ト ア］ ： バッ クア ッ プのコ ンテンツを リ ス

ト し て、 次のオプシ ョ ンを実行する必要があるか識別する場合はこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［Temp フ ァ イルから増分バッ クア ッ プを抽出し、 ログを適用し て Temp デ ィ レ ク ト リ内に準備済

みフル ・ バッ クア ッ プを生成］ ： 前述のオプシ ョ ンを使用し た結果について、 どのバッ クア ッ プを
リ ス ト アする必要があるか識別するには、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［MySQL サーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを MySQL サーバー ・ リ ポ

ジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ ： MySQL サーバーをシャ ッ ト ダウン し、 リ ス ト ア済みコ ンテンツを一

時格納場所から元の位置へコ ピー ・ バッ クする準備が整った際、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージの検証］ ： 抽出し たデータに対し て検証コマン ドの実行を本プ ラグイ ン
に指示する場合、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［バッ クア ッ プ ・ イ メ ージのリ ス ト ］ ： 出力ログ内のバッ クア ッ プ ・ コ ンテンツを リ ス ト するには、
このオプシ ョ ンを選択し ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
最終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

重要： リストアにTTSバックアップを選択して［MySQLサーバーをシャットダウンし、準

備済みフル・バックアップをMySQLサーバー・リポジトリへコピー・バック］オプション

を使用する場合、プラグインは［リストア・セレクション］ダイアログ・ボックスで選択し
た項目を無視します。プラグインは、［テーブルを含める］フィールドに指定されたテーブ
ルと対応するデータベースのみをリストアします。

重要： ターゲットOSのファイル名としてサポートされていない特殊文字を使用しないよう注意し

てください。たとえば、Windowsでは/、\、*、@などの文字は使用できません。これは、

Plug-in for MySQLがデータを一時的にリストアするために、［ジョブ・タイトル］と同じ名前の

フォルダを作成しようとするからです。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

MySQL Standard/Community 用リ ス ト ア ・ シナ

リ オ例
障害またはデータ損傷から正し く リ カバリするには、 ジ ョ ブの設定時に、 リ ス ト ア対象と し て選択するデータお
よび ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ンに関し て さ まざまな設定を行う 必要があ り ます。 以降の ト ピ ッ クでは、 さ
まざまな タ イプのリ カバリ例を示し、 必要と なるオプシ ョ ンについて説明し ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみによる リ ス ト ア ・ シナリ オ

• フルおよび増分バッ クア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

• フルおよび差分バッ クア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

• MIXED バイナリ ・ ログ形式が使用され、 ク ロスデータベースの更新が発行された場合の PIT リ ス ト ア

フル・バックアップのみによるリストア・シナリオ
以下の例で、 MySQL 管理者は毎晩午後 11 ： 00 にフル･バッ クア ッ プを実行するバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを設定

し ま し た。

フル・バックアップのリストアと時間に基づく特定時点リカバリ

データベース管理者は月曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の
月曜日午前 6:00 に開発者が無意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっ

ている こ とが判明し ま し た。

方法1：誤ったステートメントの前をリカバリする

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 つま り、 データベース管理者は日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し、 現在のバイナ
リ ・ ログを使用し て PIT リ カバリ を実行する必要があ り ます。

1 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログで PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形

式と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

重要： LinuxまたはUNIX環境でMySQL Enterpriseバックアップを使用している場合は、リストアさ

れたデータのファイル所有権および権限情報が、データのバックアップ前と一致していることを確
認します。mysqlbackupユーティリティは、バックアップ・プロセス中にこの情報を記録しないた

め、リストアの完了後に情報が異なっている場合があります。詳細は、
「https://docs.oracle.com/cd/E17952_01/mysql-enterprise-backup-3.11-en/bugs.backup.html」を参照し

てください。
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▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「5:59」、 「2007 年 1 月 8 日」 （月曜日の日付の午前 6:00 の 1 分前） に設

定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2：誤った/不良のSQLステートメントの前および後をリカバリする

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後の特定時点から現在のバイナ リ ・ ログの最後まで、 残りの

テーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加
え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。

1 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログで PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形

式と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「5:59」、 「2007 年 1 月 8 日」 （月曜日の日付の午前 6:00 の 1 分前） に設

定し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Order テーブルの削除後

に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の
時刻と日付を ［開始日 / 時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 指定し たバイナリ ・ ログ ・

フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ン
を選択し ま し た。

フル・リストアと位置に基づく特定時点リカバリ

データベース管理者は月曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の
月曜日午前 6:00 に開発者が無意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっ

ている こ とが判明し ま し た。

方法1：誤ったステートメントの前をリカバリする

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 この
こ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、
データベース管理者は日曜日のフル ・ バッ クア ッ プを リ ス ト ア し、 現在のバイナ リ ・ ログを使用し て PIT リ カバ

リ を実行する必要があり ます。

1 ［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない

drop table SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます

（この処理の手順およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュア

ル』 を参照し て く だ さい）。 この処理で、 データベース管理者は drop table ステー ト メ ン ト が

MYSQLSVR-bin.000009 バイナリ ・ ログの 805 の位置にある こ と を特定し ま し た。

2 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

3 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。
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▪ ［現在のバイナリ ・ ログで PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形

式と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［位置に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 「804」 （mysqlbinlog で特定し た位置の前の位置） に設定し ます。 ［終了位置

を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを ［OTHER FILE］ に設定し、 ターゲッ ト ・ バイナリ ・

フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

4 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2：誤った/不良のSQLステートメントの前および後をリカバリする

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナ リ ・ ログの最後まで、 残りの

テーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加
え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時
刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基
づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は日曜日のフル ・ バッ
クア ッ プを リ ス ト ア し、 現在のバイナリ ・ ログを使用し て PIT リ カバリ を実行する必要があ り ます。

1 ［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない

drop table SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます

（この処理の手順およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュア

ル』 を参照し て く だ さい）。 この処理で、 データベース管理者は drop table ステー ト メ ン ト が

MYSQLSVR-PM-bin.000009 バイナ リ ・ ログの 805 の位置にある こ と を特定し ま し た。

2 日曜日の夜からのフル ・ リ ス ト アを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

3 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログで PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形

式と、 関連するすべてのオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［位置に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 「804」 （mysqlbinlog で特定し た位置の前の位置） に設定し ます。 ［終了位置

を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを ［OTHER FILE］ に設定し、 ターゲッ ト ・ バイナリ ・

フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-PM-bin.000009 など） をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［開始位置］ を 「806」 （mysqlbinlog で特定し た位置の後の位置） に設定し ます。 ［開始位置

を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを ［OTHER FILE］ に設定し、 ターゲッ ト ・ バイナリ ・

フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） をテキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。 最後

に、 指定し たバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［停止位置］ オプシ ョ ン
で ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

4 ジ ョ ブを開始し ます。

重要： 停止位置と開始位置には、不要なトランザクションの位置より大きい任意の数値では
なく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている実際の位置を指定してください。

重要： 停止位置と開始位置には、不要なトランザクションの位置より大きい任意の数値では
なく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている実際の位置を指定してください。
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フルおよび増分バックアップによるリストア・シナリオ
DBA はフル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の午後 11 時に、 増分バッ クア ッ プを月～土曜の午後 11 時に実行する

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーを作成し ま し た。 DBA は増分バッ クア ッ プを実行し ているため、 各増分バッ クア ッ プ

の実行後バイナリ ・ ログは削除されます。 このプロセスによ り、 全体的なバッ クア ッ プ時間は短 く な り ますが、
リ ス ト アにはよ り多 く の時間と手順が必要にな り ます。

フルおよび増分リストアのみ

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の
木曜日午前に開発者が無意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なってい

る こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 最後の増分バッ クア ッ プ、 つま り水曜日の夜に実行されたバッ クア ッ プの時点までを完
全にリ カバリする こ と を決定し ま し た。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：水曜日からの増分リストア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

フル・リストアと時間に基づく特定時点リカバリ

以降の例では、 フル / 増分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者はデータ を特定時点に

リ カバリ し よ う と考えています。
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方法1：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前をリ

カバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が水曜日の午後 8:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「19:59」、 「2007 年 1 月 10 日」 （水曜日の日付の午後 8:00 の 1 分前） に

設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。
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方法2：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前およ

び後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 午後 8:00 に Drop Table コ マン ドが実行された直前の特定時点まで リ カバリする こ と を

決定し ま し た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナ リ ・ ロ

グの最後まで、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削
除されたテーブルに加え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、
以下の手順を実行し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「19:59」、 「2007 年 1 月 10 日」 （水曜日の日付の午後 8:00 の 1 分前） に

設定し ます。
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▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Order テーブルの削除後

に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の
時刻と日付を ［開始日 / 時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 バッ クア ッ プに含まれるバイ

ナリ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラ
ジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前 6:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てから Drop Table コマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。
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▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「5:59」、 「2007 年 1 月 11 日」 （月曜日の日付の午前 6:00 の 1 分前） に設

定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法4：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前および後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナ リ ・ ログの最後まで、 残りの

テーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加
え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ま
す。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。
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▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てから Drop Table コマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「5:59」、 「2007 年 1 月 11 日」 （月曜日の日付の午前 6:00 の 1 分前） に設

定し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Order テーブルの削除後

に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の
時刻と日付を ［開始日 / 時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 現在のバイナリ ・ ログ ・ フ ァ

イルを最後まで リ カバリするために、 ［中止日 / 時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ オプシ ョ ンを選択し

ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

フル・リストアと位置に基づく特定時点リカバリ

以降の例では、 フル / 増分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者は、 よ り確実な方法で

時刻を特定し、 データ を特定時点にリ カバリ し よ う と考えています。 このリ カバリは、 MySQL バイナ リ ・ ロ

グ ・ フ ァ イル内で特定し た位置の値を使用し て行います。

方法1：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前をリ

カバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 この
こ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、
データベース管理者は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月曜日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを
リ ス ト ア し てから、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て位置に基づ く PIT リ カバリ を実行する必要

があり ます。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。
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3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：バックアップされたバイナリ・ログをリストアして誤ったSQLステートメントの位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 このプロセスによ り、 データベース管理者はログで、 Orders テーブルが削除

された時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： 水曜日の夜
の増分バッ クア ッ プに含まれるバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルについて リ ス ト アのみを実行するため
に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PIT の詳細］ セクシ ョ ン

のその他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順5：リストアされたバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop table ステー ト メ ン ト が、 MySQL サーバーのテンポラ リ ・ ロケー

シ ョ ンにリ ス ト ア された MYSQLSVR-bin.000009 バイナ リ ・ ログの 805 の位置にある こ と を特定し ま し た （ま

た、 これらの両方の値を メ モ し ま し た）。

手順6：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルで Drop Table コマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン ドの

位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し
て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-
bin.000009） を選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。
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方法2：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前およ

び後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナ リ ・ ログの最後ま

で、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 また、 開発者がテーブルを
削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者
は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は、 日曜日
のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月曜日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し てから、 水曜日に実
行された増分バッ クア ッ プを使用し て位置に基づ く PIT リ カバリ を実行する必要があ り ます。 以下にこのプロセ

スを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：バックアップされたバイナリ・ログをリストアして誤ったSQLステートメントの位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 この手順によ り、 データベース管理者はログで、 Orders テーブルが削除され

た時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。
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▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： 水曜日の夜
の増分バッ クア ッ プに含まれるバイナリ ・ ログ ・ フ ァ イルについて リ ス ト アのみを実行するため
に、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PIT の詳細］ セクシ ョ ン

のその他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順5：リストアされたバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop table ステー ト メ ン ト が、 MySQL サーバーのテンポラ リ ・ ロケー

シ ョ ンにリ ス ト ア された MYSQLSVR-bin.000009 バイナ リ ・ ログの 805 の位置にある こ と を特定し ま し た （ま

た、 これらの両方の値を メ モ し ま し た）。

手順6：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルで Drop Table コマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン ドの

位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し
て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-
bin.000009） を選択し ま し た。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［開始位置］ を 「806」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン ドの

位置の後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し
て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-
bin.000009） を選択し ま し た。 最後に、 指定し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリ

するために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

重要： 停止位置と開始位置には、不要なトランザクションの位置より大きい任意の数値では
なく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている実際の位置を指定してください。
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データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前 6:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正
確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使
用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月
曜日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し てから、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを
使用し て位置に基づ く PIT リ カバリ を実行する必要があ り ます。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：現在のバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は drop table コマン ドが現在のバイナ リ ・ ログ MYSQLSVR-bin.000009 の

805 の位置にある こ と を特定し ま し た。

手順5：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラグイ ンで使用するよ う指定
するために、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： データベース管理者はこのオプシ ョ ンを選択し、 NetVault 
Backup で現在のバイナ リ ・ ログも使用し て、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プの後に実行されたす

べてのデータベース ・ ト ラ ンザクシ ョ ンを適用するよ う 指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の
夜に増分バッ クア ッ プが完了し てから drop table コマン ド が発行されるまでの間に実行されたす

べての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ カバリ されます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 804 （現在のバイナ リ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン

ドの位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

方法4：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前および後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前 6:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正
確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使
用する こ とにし ま し た。 このプロセスを行う には、 データベース管理者は、 日曜日のフル ・ バッ クア ッ プ と、 月
曜日および火曜日に実行された増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア し てから、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを
使用し て位置に基づ く PIT リ カバリ を実行する必要があ り ます。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：月曜日からの増分リストア

1 月曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 月曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：火曜日からの増分リストア

1 火曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 火曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順4：現在のバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は drop table コマン ドが現在のバイナ リ ・ ログ MYSQLSVR-bin.000009 の

805 の位置にある こ と を特定し ま し た。
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手順5：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 ［水曜日の夜からの増分バッ クア ッ プを選択する］ ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 
－ セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された増分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・

セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラグイ ンで使用するよ う指定
するために、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： データベース管理者はこのオプシ ョ ンを選択し、 NetVault 
Backup で現在のバイナ リ ・ ログも使用し て、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プの後に実行されたす

べてのデータベース ・ ト ラ ンザクシ ョ ンを適用するよ う 指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の
夜に増分バッ クア ッ プが完了し てから drop table コマン ド が発行されるまでの間に実行されたす

べての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ カバリ されます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 804 （現在のバイナ リ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン

ドの位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［開始位置］ を 「806」 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマ

ン ドの位置の後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。 最後に、 現在のバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カ
バリするために、 ［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

フルおよび差分バックアップによるリストア・シナリオ
DBA はフル ・ バッ クア ッ プを毎週日曜日の午後 11 時に、 差分バッ クア ッ プを月～土曜の午後 11 時に実行する

バッ クア ッ プ ・ ポリ シーを作成し ま し た。 差分バッ クア ッ プを実行し ているため、 この形式のバッ クア ッ プを実
行するたびにバイナリ ・ フ ァ イルが保存されます。 この場合、 バッ クア ッ プ時間は長 く な り ますが、 全体的な リ
ス ト ア時間は短 く な り ます。

フルおよび差分リストアのみ

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 データベース管理者の出勤前の
木曜日午前に開発者が無意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なってい

る こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 最後の差分バッ クア ッ プ、 つま り水曜日の夜に実行されたバッ クア ッ プの時点までを完
全にリ カバリする こ と を決定し ま し た。

重要： 停止位置と開始位置には、不要なトランザクションの位置より大きい任意の数値では
なく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている実際の位置を指定してください。
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手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：水曜日からの増分リストア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： ［オプシ ョ ン］ タ ブのどのオプシ ョ ン も使
用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

フル・リストアと時間に基づく特定時点リカバリ

以降の例では、 フル / 差分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者はデータ を特定時点に

リ カバリ し よ う と考えています。

方法1：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前をリ

カバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が水曜日の午後 8:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「19:59」、 「2007 年 1 月 10 日」 （水曜日の日付の午後 8:00 の 1 分前） に

設定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前およ

び後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 午後 8:00 に Drop Table コ マン ドが実行された直前の特定時点まで リ カバリする こ と を

決定し ま し た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナ リ ・ ロ

グの最後まで、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削
除されたテーブルに加え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、
以下の手順を実行し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「19:59」、 「2007 年 1 月 10 日」 （水曜日の日付の午後 8:00 の 1 分前） に

設定し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Order テーブルの削除後

に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の
時刻と日付を ［開始日 / 時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 リ ス ト ア し たバイナリ ・ ログ ・

フ ァ イルを最後まで リ カバリするために、 ［開始日／時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ン
を選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前 6:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てから Drop Table コマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「5:59」、 「2007 年 1 月 11 日」 （月曜日の日付の午前 6:00 の 1 分前） に設

定し ます。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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方法4：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前および後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナ リ ・ ログの最後まで、 残りの

テーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 これによ り、 削除されたテーブルに加
え、 可能な限り多 く の ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリする こ とができます。 このこ とから、 以下の手順を実行し ま
す。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：水曜日からの時間に基づくPITリストア

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し て PIT リ カバリ を指定し、 関連するすべて

のオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれているバイナ リ ・ ログを使用するよ う指
定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： 水曜日にバッ クア ッ プが完了し てから Drop Table コマン ド を発

行するまでの間に発生し たエン ト リ を適用するために、 このオプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： リ ス ト ア ・ タ イプ と し て選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［中止日 / 時間］ を 「5:59」、 「2007 年 1 月 11 日」 （月曜日の日付の午前 6:00 の 1 分前） に設

定し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： Order テーブルの削除後

に実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリするために、 このオプシ ョ ンを選択し、 削除よ り後の
時刻と日付を ［開始日 / 時間］ オプシ ョ ンに入力し ます。 最後に、 現在のバイナリ ・ ログ ・ フ ァ

イルを最後まで リ カバリするために、 ［中止日 / 時間］ オプシ ョ ンで ［な し］ オプシ ョ ンを選択し

ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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フル・リストアと位置に基づく特定時点リカバリ

以降の例では、 フル / 増分バッ クア ッ プ ・ シナリ オを取り上げます。 データベース管理者は、 よ り確実な方法で

時刻を特定し、 データ を特定時点にリ カバリ し よ う と考えています。 このプロセスは、 MySQL バイナ リ ・ ロ

グ ・ フ ァ イル内で特定し た位置の値を使用し て行います。

方法1：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前をリ

カバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 この
こ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し
ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：バックアップされたバイナリ・ログをリストアして誤ったSQLステートメントの位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 このプロセスによ り、 データベース管理者はログで、 Orders テーブルが削除

された時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： このオプ
シ ョ ンを選択し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プに含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルについて
リ ス ト アのみを実行するよ う指定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PIT の詳細］ セクシ ョ ン

のその他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：リストアされたバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop table ステー ト メ ン ト が、 MySQL サーバーのテンポラ リ ・ ロケー

シ ョ ンにリ ス ト ア された MYSQLSVR-bin.000009 バイナ リ ・ ログの 805 の位置にある こ と を特定し ま し た （ま

た、 これらの両方の値を メ モ し ま し た）。
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手順4：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された差分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルで Drop Table コマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン ドの

位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し
て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-
bin.000009） を選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法2：リストアされたバイナリ・ログのみを使用して誤った/不良のSQLステートメントの前およ

び後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 水曜日の午後 8:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点からバッ クア ッ プ されたバイナ リ ・ ログの最後ま

で、 残りのテーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 また、 開発者がテーブルを
削除し た時刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者
は位置に基づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：バックアップされたバイナリ・ログをリストアして誤ったSQLステートメントの位置を特定

する

この手順では、 水曜日の夜の増分バッ クア ッ プに記録されたバイナ リ ・ ログについてテンポラ リ ・ ロケーシ ョ ン
へのリ ス ト アのみを実行し ます。 このプロセスによ り、 データベース管理者はログで、 Orders テーブルが削除

された時のマークが付けられた位置を見つける こ とができます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セー

ブセ ッ ト の選択］ ページで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・ セー
ブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト ア し、 時間あるいは位置を特定する］ ： このオプ
シ ョ ンを選択し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プに含まれるバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルについて
リ ス ト アのみを実行するよ う指定し ます。

▪ ［時間に基づ く PIT］ ： タ イプ と し て選択し ます。 ただ し、 ［時間に基づ く PIT の詳細］ セクシ ョ ン

のその他すべてのオプシ ョ ンは選択解除し たままにし ます。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順3：リストアされたバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は、 drop table ステー ト メ ン ト が、 MySQL サーバーのテンポラ リ ・ ロケー

シ ョ ンにリ ス ト ア された MYSQLSVR-bin.000009 バイナ リ ・ ログの 805 の位置にある こ と を特定し ま し た （ま

た、 これらの両方の値を メ モ し ま し た）。

手順4：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された増分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リからのバイナリ ・ ログを適用する］ ： 一連の操作の最後の手順で、 テ
ンポラ リ ・ ロケーシ ョ ンにリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログを ターゲッ ト にするために、 このオプ
シ ョ ンを選択し ます。 リ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルで Drop Table コマン ドが記録され

ている位置を特定し たため、 これと同じバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルがプ ラグイ ンで使用されるよ
う にこのオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 「804」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン ドの

位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し
て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-
bin.000009） を選択し ま し た。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［開始位置］ を 「806」 （バイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン ドの

位置の後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを使用し

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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て、 テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イル （MYSQLSVR-
bin.000009） を選択し ま し た。 最後に、 指定し たバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カバリ

するために、 ［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

3 ジ ョ ブを開始し ます。

方法3：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 開発者が木曜日の午前 6:00 にテーブルを削除し た直前の特定時点までデータベースを

リ ス ト アするよ う リ カバリ を実行する必要があり ます。 また、 開発者がテーブルを削除し た時刻の推定以上に正
確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基づ く リ カバリ を使
用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：現在のバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は drop table コマン ドが MYSQLSVR-bin.000009 バイナリ ・ ログの 805 の位

置にある こ と を特定し ま し た。

手順3：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された差分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれていたバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラ
グイ ンで使用するよ う指定し ます。

重要： 停止位置と開始位置には、不要なトランザクションの位置より大きい任意の数値では
なく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている実際の位置を指定してください。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日の夜のフ
ル・バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、
日曜日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナ
リ・ログが含まれます。
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▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 NetVault Backup で現在のバイナ リ ・

ログを使用し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プの後に実行されたすべてのデータベース ・ ト ラ ン
ザクシ ョ ンを適用するよ う指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の夜に差分バッ クア ッ プが完了
し てから drop table コマン ドが発行されるまでの間に実行されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ

カバリ されます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 804 （現在のバイナ リ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン

ドの位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

方法4：リストアされたバイナリ・ログと現在のバイナリ・ログを使用して誤った/不良のSQLス

テートメントの前および後をリカバリする

データベース管理者は木曜日の午前 9 ： 00 に、 ユーザーが Orders テーブルで 「table not found （テーブルが見

つかり ません）」 エラーに遭遇し ている とい う通知を受けま し た。 調査の結果、 木曜日の午前 6:00 に開発者が無

意識のう ちに Orders テーブルを削除し たために、 このテーブルが存在し な く なっている こ とが判明し ま し た。

データベース管理者は、 drop table コマン ドが実行される直前の特定時点までを リ カバリする こ と を決定し ま し

た。 また、 Orders テーブルが削除された時点の後の特定時点から現在のバイナ リ ・ ログの最後まで、 残りの

テーブルに実行された ト ラ ンザクシ ョ ンを リ カバリ し よ う と考えま し た。 また、 開発者がテーブルを削除し た時
刻の推定以上に正確な リ カバリ を実行する こ と を決定し ま し た。 このこ とから、 データベース管理者は位置に基
づ く リ カバリ を使用する こ とにし ま し た。 以下にこのプロセスを示し ます。

手順1：日曜日からのフル・リストア

1 日曜日の夜からのフル ・ バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 日曜日の夜に実行されたフル ・ バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 すべてのリ ス ト ア関連オプシ ョ ンをデフ ォル ト のままにする ： どのオプシ ョ ン も使用し ません。

3 ジ ョ ブを開始し て完了するまで待ちます。

手順2：現在のバイナリ・ログでDrop Tableコマンドの位置を特定する

［リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログに対し て mysqlbinlog ユーテ ィ リ テ ィ を使用する］ ： リ ス ト ア し ない drop table 
SQL ステー ト メ ン ト の位置を特定するために、 この手順を NetVault Backup の外で実行し ます （この処理の手順

およびこのユーテ ィ リ テ ィ の使用方法については、 『MySQL リ フ ァ レンス ・ マニュアル』 を参照し て く だ さい）。

この処理で、 データベース管理者は drop table コマン ドが現在のバイナ リ ・ ログ MYSQLSVR-bin.000009 の

805 の位置にある こ と を特定し ま し た。

手順3：位置に基づくPITリストアを実行する

リ ス ト ア されたバイナリ ・ ログで特定し た位置を も とに、 水曜日に実行された差分バッ クア ッ プを使用し て PIT
リ ス ト アを実行し ます。

1 水曜日の夜からの差分バッ クア ッ プを選択する ： データベース管理者は再度 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － 
セーブセ ッ ト の選択］ タ ブで、 水曜日の夜に実行された差分バッ クア ッ プに対応するバッ クア ッ プ ・
セーブセ ッ ト を選択し ます。

2 リ ス ト ア関連の ［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ン設定 ： データベース管理者は以下のオプシ ョ ンを選択
し ます。

重要： データベース管理者は月曜日および火曜日の夜の差分バックアップをリストアする必要があ
りません。差分バックアップを実行するよう選択すると、毎晩のバックアップに日曜日のフル・
バックアップ以降のバックアップが累積されます。つまり、水曜日の夜のバックアップには、日曜
日のフル・バックアップ以降に生成された月曜日、火曜日、および水曜日のすべてのバイナリ・ロ
グが含まれます。
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▪ ［PIT リ カバリ を実行する］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 このリ ス ト ア形式と、 関連するすべての

オプシ ョ ンを有効にし ます。

▪ ［バイナリ ・ ログを リ ス ト ア し適用する （時間あるいは位置が、 既に判明し ている場合、 使用され
る）］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 バッ クア ッ プに含まれていたバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルをプ ラ
グイ ンで使用するよ う指定し ます。

▪ ［現在のバイナリ ・ ログを含む］ ： このオプシ ョ ンを選択し、 NetVault Backup で現在のバイナ リ ・

ログを使用し、 水曜日の夜の差分バッ クア ッ プの後に実行されたすべてのデータベース ・ ト ラ ン
ザクシ ョ ンを適用するよ う指定し ます。 この手順によ り、 水曜日の夜に差分バッ クア ッ プが完了
し てから drop table コマン ドが発行されるまでの間に実行されたすべての ト ラ ンザクシ ョ ンがリ

カバリ されます。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の前に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［停止位置］ を 804 （現在のバイナ リ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマン

ドの位置の前にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。

▪ ［誤った / 不良の SQL ステー ト メ ン ト の後に、 リ カバリ を可能にする］ ： このオプシ ョ ンを選択

し、 ［開始位置］ を 「806」 （現在のバイナリ ・ ログの、 mysqlbinlog で特定し た Drop Table コマ

ン ドの位置の後にある位置） に設定し ます。 ［終了位置を含むバイナリ ・ ログ］ ド ロ ッ プダウンを
［OTHER FILE］ に設定し、 現在のバイナ リ ・ フ ァ イルの名前 （MYSQLSVR-bin.000009 など） を

テキス ト ・ ボ ッ クスに入力し ま し た。 最後に、 現在のバイナ リ ・ ログ ・ フ ァ イルを最後まで リ カ
バリするために、 ［停止位置］ オプシ ョ ンで ［な し］ ラジオ ・ ボタ ンを選択し ま し た。

MIXEDバイナリ・ログ形式が使用され、クロスデータベースの

更新が発行された場合のPITリストア

前述のよ う に、 環境内のユーザーと プログラムが、 USE によ って選択されていないデータベース内のテーブルを

変更し、 ク ロスデータベースの更新を実行する場合、 PIT リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを実行し た と きに、 指定の時間に ト

ラ ンザクシ ョ ンが再生されないこ とがあり ます。 Quest では、 すべてのデータベース ・ ユーザーと プログラムで

変更されたテーブルが USE によ って選択されたデータベース内に存在する こ と、 およびク ロスデータベースの

更新が実行されないこ と を確認する こ と をお勧めし ます。 このガイ ド ラ イ ンがご使用の環境に適し ていない場合
は、 Quest では、 MIXED バイナリ ・ ログ形式を使用し ないこ と をお勧めし ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［テーブル ・ フ ィ ルタ リ ング］ を ク リ ッ ク し、

［フ ィ ルタの編集］ を選択し ます。

3 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から ［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

重要： 停止位置と開始位置には、不要なトランザクションの位置より大きい任意の数値では
なく、バイナリ・ログ・ファイルに記録されている実際の位置を指定してください。

重要：  サイトにMIXEDバイナリ・ログ形式を使用していて、すべてのデータベース・ユーザーとプログラ

ムがベストプラクティスに従い、変更されたテーブルが確実にUSEによって選択されたデータベース内に

あり、かつクロスデータベースの更新が実行されない場合、このトピックはそのサイトに適用されません。
（詳しくは、「MIXEDバイナリ・ログ形式の使用」を参照してください。）PITリストア・ジョブを実行する

と、バイナリ・ログがジョブで選択されたデータベースの指定されたポイントに再生されます。

重要： 次の手順では、--databaseオプションを指定せずにmysqlbinlogを使用します。したがって、バイナ

リ・ログのすべての内容が適用され、すべてのデータベースが変更される可能性があります。この手順を
異なるMySQLサーバーに適用し、異なるMySQLサーバーから適切なデータを抽出することを検討してく

ださい。次の手順をプロダクションMySQLサーバーに適用すると、すべてのデータベースが指定したポイ

ントにロールバックされます。すべてのMySQLサーバー・データベースを指定したポイントにロールバッ

クする予定がない限り、プロダクション環境にこの手順を適用しないでください。
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4 セーブセ ッ ト ・ テーブルで、 バイナリ ・ ログと と もに増分または差分バッ クア ッ プを含むセーブセ ッ ト
を選択し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［バイナリ ・ ログ］ を選択し ます。

バイナリ ・ ログは、 すべての MySQL サーバー ・ データベースに共通です。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

7 ［リ カバリ時］ タ ブで、 ［PIT リ カバリ を実行する］ および ［テンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リへのログを リ ス ト

ア し、 時間あるいは位置を特定する］ オプシ ョ ンを選択し ます。

バイナリ ・ ログは、 次の場所にあるテンポラ リ ・ デ ィ レ ク ト リ に リ ス ト ア されます。
<NetVaultBackupInstallationDirectory>/tmp/mysql/<savesetName>

8 mysqlbinlog コマン ド ・ プロンプ ト からバイナリ ・ ログを手動で適用するには、 次のよ う に入力し ます。

mysqlbinlog --stop-datetime="yyyy/mm/dd hh:mm:ss" 
"<NetVaultBackupInstallationDirectory>/tmp/mysql/<savesetName>" | 
mysql -u<user> -p<password>

例 ：

mysqlbinlog --stop-datetime="2018/06/06 15:09:00"
"/usr/netvault/tmp/mysql/MySQL 59 - DIFF - DIFFERENTIAL (Saveset 86) 15.17 06 
Jun 2017/mysql-bin.000038" | mysql -uroot -p<password>

9 リ ス ト ア ・ シーケンスに、 リ ス ト アする必要がある複数の増分バッ クア ッ プが含まれている場合は、 増
分バッ クア ッ プご とにこの手順を繰り返し ます。

異なる増分バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト が、 <NetVaultBackupInstallationDirectory>/tmp/mysql デ ィ

レ ク ト リ内の異なるサブデ ィ レ ク ト リ にリ ス ト ア されます。 その後、 mysqlbinlog コマン ド を各デ ィ レ

ク ト リ に適用するか、 すべてのバイナリ ・ ログを共通のデ ィ レ ク ト リ にコ ピーまたは移動し て
mysqlbinlog を実行できます。

MySQL Enterprise バッ クア ッ プ用リ ス ト ア ・ シ

ナ リ オ例
障害またはデータ損傷から リ カバリするには、 ジ ョ ブの設定時に、 リ ス ト ア対象と し て選択するデータおよび
［オプシ ョ ン］ タ ブのオプシ ョ ンに関し て さ まざまな設定を行う必要があ り ます。

• フル ・ バッ クア ッ プのみによる リ ス ト ア ・ シナリ オ

• フルおよび増分バッ クア ッ プによる リ ス ト ア ・ シナ リ オ

• TTS のみのリ ス ト ア ・ シナ リ オ

• Linux および UNIX 環境での追加手順

フル・バックアップのみによるリストア・シナリオ
1 リ ス ト アする準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成するには、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［Raw フル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し て Temp デ ィ レ ク ト リ内に準備済みフル ・ バッ クア ッ

プを生成］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

2 MySQL をシャ ッ ト ダウン し、 MySQL サーバー ・ リ ポジ ト リ に準備済みバッ クア ッ プを コ ピーするには、

［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［MySQL サーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを

MySQL サーバー ・ リポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

3 コマン ド ・ プロンプ ト で利用可能なコマン ド を入力し て MySQL を再起動し ます。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのリ ス ト ア
67



フルおよび増分バックアップによるリストア・シナリオ
1 リ ス ト アする準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成するには、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［Raw フル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し て Temp デ ィ レ ク ト リ内に準備済みフル ・ バッ クア ッ

プを生成］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

2 必要な増分バッ クア ッ プを準備済みフル ・ バッ クア ッ プへ、 それらがバッ クア ッ プ された順に適用する
には、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［増分バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 Temp デ ィ レ ク ト リ内の

準備済みフル ・ バッ クア ッ プに適用］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

3 MySQL をシャ ッ ト ダウン し、 MySQL サーバー ・ リ ポジ ト リ に準備済みバッ クア ッ プを コ ピーするには、

［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［MySQL サーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを

MySQL サーバー ・ リポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

4 コマン ド ・ プロンプ ト で利用可能なコマン ド を入力し て MySQL を再起動し ます。

TTSのみのリストア・シナリオ

1 リ ス ト アする準備済みフル ・ バッ クア ッ プを生成するには、 ［オプシ ョ ン］ タ ブで選択し た ［Raw フル ・

バッ クア ッ プを リ ス ト ア、 抽出し、 ログを適用し て Temp デ ィ レ ク ト リ内に準備済みフル ・ バッ クア ッ

プを生成］ オプシ ョ ンを選択し たジ ョ ブを実行し ます。

2 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを MySQL サーバー ・ リポジ ト リ にコ ピーし、 1 つのテーブルの名前を変更

するには、 次の場合にジ ョ ブを送信し ます。

▪ オプシ ョ ン タ ブで、 ［MySQL サーバーをシャ ッ ト ダウン し、 準備済みフル ・ バッ クア ッ プを

MySQL サーバー ・ リポジ ト リへコ ピー ・ バッ ク］ オプシ ョ ンを選択し た。

▪ ［テーブルを含める］ フ ィ ールド に正規表現パターンを入力し、 リ ス ト アに含めるテーブルを指定
し た。

［テーブルを含める］フィールドの例：database_name\.

▪ ［テーブル名の変更］ フ ィ ールド に名前変更のリ クエス ト を入力し た。

［テーブル名の変更］フィールドの例：original_name to new_name

LinuxおよびUNIX環境での追加手順

Linux または UNIX 環境で MySQL Enterprise バッ クア ッ プを使用し ている場合は、 リ ス ト ア されたデータの

フ ァ イル所有権および権限情報が、 データのバッ クア ッ プ前と一致し ている こ と を確認し ます。 mysqlbackup
スク リ プ ト は、 バッ クア ッ プ ・ プロセス中にこの情報を記録し ないため、 リ ス ト アの完了後に情報が異なってい
る場合があり ます。 詳細は、 「https://docs.oracle.com/cd/E17952_01/mysql-enterprise-backup-3.11-
en/bugs.backup.html」 を参照し て く だ さい。

高度な MySQL Standard/Community 用

リ ス ト ア手順
この ト ピ ッ クでは、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ン用プラグイ ンを使用し て実行する こ とができ

るその他のリ ス ト ア操作について説明し ます。

• リ ス ト ア中にデータベース名を変更する

• 同じサーバー上の別の MySQL イ ンス タ ンスへリ ス ト アする

• 異なる MySQL サーバーへのリ ス ト ア
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リ ス ト ア中にデータベース名を変更する
NetVault Backup では、 バッ クア ッ プ し た MySQL データベースを選択し、 リ ス ト ア時に名前を変更し て、 既存

のデータベースが上書き されないよ う設定する こ とができます。 このプロセスは、 既存のデータベースのコ ピー
を作成する場合に便利です。 このプロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

リ ス ト ア時の名前変更を実行する前に、 この操作に関する以下の既知の制限事項と想定される用途のリ ス ト を確
認する必要があり ます。

• 有効な リ ス ト ア ・ シーケンスは、 フル ・ バッ クア ッ プまたは個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみ

のバッ クア ッ プに制限されます。

• 増分および差分リ ス ト アの実行中に行う こ とはできません。

• 別の MySQL イ ンス タ ンスまたは MySQL サーバーへのリ ス ト ア と組み合わせて使用できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for MySQL］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 「リ ス ト ア対象データの選択」 を参照し て く だ さい。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 名前を変更するデータベースを ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ
ニューから ［名前の変更］ を選択し ます。

3 ［名前変更 / 移動］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［名前変更］ ボ ッ クスに新しい名前を入力し て、 ［OK］ を ク

リ ッ ク し ます。

データベース ・ アイテムでは、 変更された名前情報が括弧内に表示されます。

4 「MySQL におけるデータのリ ス ト ア」 の説明に従い、 リ ス ト アを続行し ます。

同じサーバー上の別の MySQL イ ンス タ ンスへリ

ス ト アする
この形式の移動リ ス ト アで、 Plug-in for MySQL のバッ クア ッ プを、 同じ MySQL サーバー ・ マシンであるが、

そこで構成された MySQL の別のイ ンス タ ンスへリ ス ト ア し ます。

図 1. この形式のリ ス ト アでは、 1 つの MySQL イ ンス タ ンスからバッ クア ッ プ されたデータ を別のイ ンス タ ンス

へリ カバリ し ます。

このプロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

既知の制限事項/想定される用途

移動リ ス ト アを実行する前に、 この操作に関する以下の既知の制限事項と想定される用途のリ ス ト を確認する必
要があり ます。

重要： リストアではデータベース全体の名称変更のみを行います。個別のテーブルの名称を変更しようと
するとエラー・メッセージが表示されます。
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• 有効な リ ス ト ア ・ シーケンスには、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プ、 および個々のデータベース / テーブ

ル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プを含める こ とができます。

• リ ス ト ア先イ ンス タ ンスに適用できるのは、 増分または差分バッ クア ッ プから リ ス ト ア されたバイナ リ ・
ログのみです。 つま り、 ソース ・ イ ンス タ ンスの現在のバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア先イ ンス タ ンスに適
用する こ とはできません。

前提条件
このタ イプのリ ス ト アを設定し て実行するには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• 既存のマシン と ターゲッ ト ・ マシンのイ ンス ト ール構成を同一にする ： MySQL に関し て、 両方のマシン

が以下のよ う に設定されている必要があり ます。

▪ 同じオペレーテ ィ ング ・ システムがイ ンス ト ールされている こ と

▪ 同じバージ ョ ンの MySQL がイ ンス ト ールされている こ と

• Plug-in for MySQL で新しいターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスで構成 ： 新しい MySQL イ ンス タ ンスを追加する

には、 「プ ラグイ ンの設定」 で説明し た手順を正し く 実行する必要があ り ます （ターゲ ッ ト ・ イ ンス タ ン
スを ［NetVault Backup 選択］ ページの ［Plug-in for MySQL］ ノ ー ドの下で表示し てアクセス可能にし

ます）。

リストアの設定と開始
前提条件が満た された状態で、 以下の手順に従ってこの形式の移動リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを設定し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

バッ クア ッ プ対象だった個別の MySQL イ ンス タ ンスを表示し て、 選択ツ リーから目的のデータ ・ アイテ

ムを探し、 それら を選択し ます。

7 利用可能なデータベースを選択し たら ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 ［リ ス ト ア先］
タ ブを選択し ます。

8 ［リ ス ト ア先詳細］ セクシ ョ ンで、 以下の情報を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： ターゲッ ト MySQL イ ンス タ ンスにアクセスするためのログイ ン ・ アカウン ト を

入力し ます。

▪ ［パスワー ド］ ： ログイ ン ・ アカウン ト に関するパスワー ド を入力し ます。

▪ ［イ ンス タ ンス名］ ： NetVault Backup の構成時の設定に基づいて、 新しい MySQL ターゲッ ト ・ イ

ンス タ ンスの NetVault Backup 名前を入力し ます。 この名前は ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの

［MySQL イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド でイ ンス タ ンスに設定し た値です （詳し く は、 「プラグイ ン

の設定」 を参照し て く だ さい）。
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9 必要に応じ て、 ［リ カバリ時］ タ ブで使用可能なその他のオプシ ョ ンを設定できますが、

この形式のリ ス ト アを実行するために必ずし も必要ではあ り ません。 詳細は、 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの
設定」 を参照し て く だ さい。

10 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

11 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

12 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

13 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

14 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

異なる MySQL サーバーへのリ ス ト ア
プ ラグイ ンでデータベースまたは個々のテーブルを同じ MySQL サーバー上の別の MySQL イ ンス タ ンスに リ ス

ト アできるのと同様に、 リ ス ト ア ・ プロセス中に別の MySQL サーバーを ターゲッ ト にする こ とができます。 こ

のオプシ ョ ンは、 災害復旧オペレーシ ョ ンで使用されます。

図 2. この形式の移動リ ス ト アのデータ ・ パス例

このプロセスを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順に従います。

重要： ターゲットOSのファイル名としてサポートされていない特殊文字を使用しないよう注意し

てください。たとえば、Windowsでは/、\、*、@などの文字は使用できません。これは、

Plug-in for MySQLがデータを一時的にリストアするために、［ジョブ・タイトル］と同じ名前の

フォルダを作成しようとするからです。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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既知の制限事項/想定される用途

リ ス ト アを別の MySQL サーバーに移動する前に、 このオペレーシ ョ ンに関する以下の既知の制限事項と想定さ

れる用途のリ ス ト を確認する必要があり ます。

• 有効な リ ス ト ア ・ シーケンスには、 フル、 増分、 差分バッ クア ッ プ、 および個々のデータベース / テーブ

ル ・ コ ピーのみのバッ クア ッ プを含める こ とができます。

• リ ス ト ア先イ ンス タ ンスに適用できるのは、 増分または差分バッ クア ッ プから リ ス ト ア されたバイナ リ ・
ログのみです （ソース ・ イ ンス タ ンスの現在のバイナ リ ・ ログを リ ス ト ア先の MySQL イ ンス タ ンスに適

用する こ とはできません）。

ソフトウェアのインストール/設定の前提条件

このタ イプのリ ス ト アを設定し て実行するには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• 既存のマシン と ターゲッ ト ・ マシンのイ ンス ト ール構成を同一にする ： MySQL に関し て、 両方のマシン

が以下のよ う に設定されている必要があり ます。

▪ 同じオペレーテ ィ ング ・ システムがイ ンス ト ールされている こ と

▪ 同じバージ ョ ンの MySQL がイ ンス ト ールされている こ と

▪ イ ンス ト ールとベース ・ デ ィ レ ク ト リが同一である こ と

▪ MySQL データ ・ デ ィ レ ク ト リが同一である こ と

• NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ アおよび Plug-in for MySQL をすべてのク ラ イアン ト にイ ンス ト ールす

る ： NetVault Backup （ク ラ イアン ト またはサーバー ・ バージ ョ ン） およびプラグイ ンを、 このプロセス

で使用する両方のク ラ イアン ト ・ マシン （既存の MySQL マシン と新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト ） にイ ン

ス ト ールし、 設定する必要があり ます。

• すべてのク ラ イアン ト ・ マシンを NetVault Backup サーバーに追加する ： すべてのソ フ ト ウ ェ ア ・ イ ン

ス ト ール条件を満た し た上で、 NetVault Backup WebUI を使用し て、 ターゲッ ト の NetVault Backup ク ラ

イアン ト ・ マシン （既存の MySQL マシンおよび新しいリ ス ト ア ・ ターゲッ ト ） を NetVault Backup サー

バーに追加する必要があり ます。

• 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト に MySQL イ ンス タ ンスが必ず存在する ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト に

MySQL イ ンス タ ンスが存在し ている必要があり ます。 このイ ンス タ ンスが移動リ ス ト アのターゲッ ト と

な り ます。 このイ ンス タ ンスは MySQL で正し く 設定および構成される と と もに、 新しい リ ス ト ア ・ ター

ゲッ ト でプ ラグイ ンのイ ンス ト ールに追加されている必要があ り ます （「プ ラグイ ンの設定」 で説明し た
手順に従います）。

リストアの実行
すべての前提条件を満た し たら、 以下の手順に従って、 MySQL のバッ クア ッ プを別のマシンに リ ス ト ア し ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for MySQL］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

重要： 新しいリストア・ターゲットのインスタンスの［設定］ダイアログ・ボックスから、以下の
値をメモしておきます。ユーザ名、パスワードおよびインスタンス名 
 
移動リストアの設定中、プラグインでターゲットMySQLインスタンスへの適切なアクセスを得ら

れるよう、これらの値を［オプション］タブ内のフィールドに入力する必要があります。
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4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズ、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ベースのバッ
クア ッ プかど うかなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。

バッ クア ッ プ対象だった個別の MySQL イ ンス タ ンスを表示し て、 選択ツ リーから目的のデータ ・ アイテ

ムを探し、 それら を選択し ます。

7 利用可能なデータベースを選択し たら ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 ［リ ス ト ア先］
タ ブを選択し ます。

8 ［リ ス ト ア先詳細］ セクシ ョ ンで、 以下の情報を入力し ます。

▪ ［ユーザー名］ ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト のターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスに設定し たユーザー名
を入力し ます （［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスの ［ユーザー名］ フ ィ ールド で設定し た名前）。

▪ ［パスワー ド］ ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト のターゲッ ト ・ イ ンス タ ンスに設定し たパスワー ド
を入力し ます （［設定］ ウ ィ ン ド ウの ［パスワー ド］ フ ィ ールド で設定し たパスワー ド）。

▪ ［イ ンス タ ンス名］ ： 新しい リ ス ト ア ・ ターゲッ ト の MySQL イ ンス タ ンスの NetVault Backup 名を

入力し ます （［設定］ ウ ィ ン ド ウの ［MySQL イ ンス タ ンス名］ フ ィ ールド でイ ンス タ ンスに設定

し た値）。

9 必要に応じ て、 ［リ カバリ時］ タ ブで使用可能なその他のオプシ ョ ンを設定できますが、

この形式のリ ス ト アを実行するために必ずし も必要ではあ り ません。 詳細は、 「リ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの
設定」 を参照し て く だ さい。

10 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

11 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Linux の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべて

のプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

12 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

13 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

14 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

重要： ターゲットOSのファイル名としてサポートされていない特殊文字を使用しないよう注意し

てください。たとえば、Windowsでは/、\、*、@などの文字は使用できません。これは、

Plug-in for MySQLがデータを一時的にリストアするために、［ジョブ・タイトル］と同じ名前の

フォルダを作成しようとするからです。

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。
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6

MySQL レプ リ ケーシ ョ ンの使用

• MySQL レプ リ ケーシ ョ ン環境でのプ ラグイ ン使用 ： 概要

• レプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト の有効化

• レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのバッ クア ッ プ

• レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのリ ス ト ア

MySQL レプ リ ケーシ ョ ン環境でのプ ラグ

イ ン使用 ： 概要
レプ リ ケーシ ョ ンを使用する と きは、 複製されたテーブルに対するすべての更新をマス タ ・ サーバーで実行する
必要があり ます。 これを行わない場合は、 ユーザーがマス タ上のテーブルに対し て行った更新と、 スレーブ上の
テーブルに対し て行った更新との間に矛盾が生じ ないよ う常に注意する必要があ り ます。

レプ リ ケーシ ョ ンによ り、 堅牢性、 速度、 およびシステム管理上の利点がもたら されます。

• マス タおよびスレーブ設定によ り、 堅牢性が向上し ます。 マス タ で問題が発生し た場合、 バッ クア ッ プ
と し て機能し ているスレーブに切り替える こ とができます。

• ク ラ イアン ト ・ クエ リの処理負荷をマス タ ・ サーバーと スレーブ ・ サーバーに分散する こ とによ り、 ク
ラ イアン ト への応答時間を短縮できます。 SELECT ク エ リ をスレーブに送信し、 マス タのク エ リ処理負

荷を軽減する こ と もできます。 ただ し、 マス タ と スレーブが同期から外れないよ う にするために、 デー
タ を変更するステー ト メ ン ト については、 マス タに送信する必要があ り ます。 このロー ド ・ バラ ンス戦
略は、 更新以外のクエ リが中心と なる場合に効果的ですが、 実際はこれが標準的なケースです。

• レプ リ ケーシ ョ ンのも う 1 つの利点は、 マス タに負荷をかける こ と な く 、 スレーブ ・ サーバーを使用し

てデータベース ・ バッ クア ッ プを実行できる こ と です。 バッ クア ッ プ中も、 マス タは継続し て更新を処
理し ます。

Plug-in for MySQL は、 単一マス タ ・ レプ リ ケーシ ョ ン環境のバッ クア ッ プ と リ カバリ をサポー ト し ています。

レプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト の有効化
レプ リ ケーシ ョ ンのサポー ト は、 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスを使って有効にし ます。 このダイアログ ・ ボ ッ
クスへのアクセスについて詳し く は、 「プ ラグイ ンの設定」 を参照し て く だ さい。

• ［MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを可能にする］ ： このイ ンス タ ンスに対し てネイテ ィ ブの MySQL レプ リ ケー

シ ョ ンを有効化するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。

▪ ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを有効化し たイ ンス タ ンスをスレーブ ・ イ

ンス タ ンス と し て設定する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

▪ ［マス タ ・ イ ンス タ ンス］ ： MySQL レプ リ ケーシ ョ ンを有効化し たイ ンス タ ンスをマス タ ・ イ ンス

タ ンス と し て設定する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。
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• ［特定時点リ カバリ を可能にする］ ： 特定時点バッ クア ッ プおよびリ ス ト アを有効化し た場合、 この
チ ェ ッ ク･ボ ッ クスを選択し ます。

• ［バイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［特定時点リ カバリ を可能にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択
し た場合、 このフ ィ ールド を使用し てバイナリ ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを指定
し ます。

• ［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ ： ［スレーブ ・ イ ンス タ ンス］ を設定中の場合、 このフ ィ ールド を
利用し て リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ イルへのフル ・ パスを入力し、 バッ クア ッ プに含めます。

レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのバッ ク
ア ッ プ
MySQL レプ リ ケーシ ョ ン環境のバッ クア ッ プは、 以下の制限付きでサポー ト されます。

• スレーブ ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー ： サポー ト されるバッ クア ッ プ ・ タ イプは以下のとお り です。

▪ フル

▪ 増分

▪ 差分

▪ 個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみ

• マス ター ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバー ： サポー ト されるバッ クア ッ プ ・ タ イプは以下のとお り です。

▪ 個々のデータベース / テーブル ・ コ ピーのみ

スレーブ ・ サーバーで増分および差分バッ クア ッ プを実行するには、 MySQL で --log-slave-updates オプシ ョ

ンを有効にする必要があり ます。 このオプシ ョ ンは、 スレーブの SQL スレ ッ ド によ って実行された更新をそれ

自体のバイナリ ・ ログに記録するよ う スレーブに指示する ものです。 このオプシ ョ ンを動作させるには、 バイナ
リ ・ ログを有効にする --log-bin オプシ ョ ンを使用し てスレーブを起動する必要があ り ます。 通常、 このオプ

シ ョ ンはレプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーを連結するために使用されますが、 バイナ リ ・ ログ ・ バッ クア ッ プに対し
て使用する と、 マス タ ・ サーバー上のバイナリ ・ ログをスレーブへの適用前にパージする といった面倒なオペ
レーシ ョ ンを行わな く ても、 レプ リ ケーシ ョ ン環境で PIT リ カバリが可能にな り ます。

レプ リ ケーシ ョ ン設定のバッ クア ッ プ
［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］ オプシ ョ ンを使用する こ とによ り、 リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ フ ァ
イルへのフル ・ パスを指定し、 バッ クア ッ プに含める こ とができます。 デフ ォル ト では、 ステータ ス ・ フ ァ イル
master.info および relay-log.info は、 同一の場所に配置されています。 ［リ レー ・ ログ ・ イ ンデッ クス ・ パス］

オプシ ョ ンを使用し、 デフ ォル ト のフ ァ イル名および位置を指定し た場合、 これらのフ ァ イルすべてがバッ ク
ア ッ プ され、 プ ラグイ ンによ り自動的にスレーブ ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーに リ ス ト ア されます。

レプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバーのリ ス ト ア
MySQL レプ リ ケーシ ョ ン ・ スレーブ ・ イ ンス タ ンスのフル、 増分および差分バッ クア ッ プを使用し て、 MySQL
レプ リ ケーシ ョ ン ・ マス タ ・ イ ンス タ ンスの災害復旧を実行する こ とができます。 マス タのリ ス ト ア後、 同じ
バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト を使用し て各スレーブ ・ イ ンス タ ンスをマス タ ・ イ ンス タ ンス と同レベルに リ ス ト ア し
て、 レプ リ ケーシ ョ ンを再開し た り、 『MySQL Reference Guide』 で説明されているその他の初期化方法でス

レーブを再度初期化する こ とができます。

マス タおよびスレーブ双方の個々のデータベース / テーブル ・ バッ クア ッ プを使用し て、 個々のデータベース /
テーブルをマス タにリ ス ト アする こ とができます。 スレーブ上の個々のテーブルまたはデータベースを再同期す
る場合、 Quest ではスレーブに リ ス ト ア し てからスレーブ と マス タ を同期するよ う配慮するのではな く 、

MySQL のレプ リ ケーシ ョ ン ・ プロセスを利用し て再同期する こ と をお勧めし ます。
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7

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境での
プ ラグイ ンの使用

• MySQL サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング ： 概要

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド

• プ ラグイ ンの設定

• データのバッ クア ッ プ

• データのリ ス ト ア

MySQL サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク

ラス タ リ ング ： 概要
MySQL フ ェ イルオーバ ・ ク ラス タ リ ング （アク テ ィ ブ / パッ シブ） は、 MySQL サーバー ・ イ ンス タ ンス全体の

高可用性を確保する こ と を目的に設計されています。 た と えば、 フ ェ イルオーバ ・ ク ラス タの 1 つのノ ー ド で、

ハー ド ウ ェ ア障害またはオペレーテ ィ ング ・ システム障害が発生し た場合、 あるいは計画されたア ッ プグレー ド
を行う際に、 ク ラス タ内の別のノ ー ド にフ ェ イルオーバするよ う MySQL サーバー ・ イ ンス タ ンスを設定できま

す。

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タは、 1 つ以上のノ ー ド （ホス ト ） と 1 つ以上の共有デ ィ スクで構成されます。 IP ア

ド レス、 共有ス ト レージ、 およびアプ リ ケーシ ョ ン （この場合、 MySQL） などのノ ー ド によ ってホステ ィ ング

される さ まざまな リ ソースを組み合わせてク ラス タ ・ サービス と呼ばれるグループを構成し ます。 ネ ッ ト ワーク
上では、 仮想サービスはアプ リ ケーシ ョ ンを実行中の単一のコ ンピ ュータ と し て認識されますが、 現在のノ ー ド
が使用不可になった場合はノ ー ド間でのフ ェ イルオーバーが可能です。

Plug-in for MySQL は、 MySQL サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ングをサポー ト し ています。 プ ラグイ

ンはフ ェ イルオーバ ・ ク ラス タ ・ ネ ッ ト ワーク名によ って、 MySQL サーバー ・ ク ラス タ ・ サービスを管理し て

いる現在のノ ー ド を特定し、 それをバッ クア ッ プ対象とする こ とができます。

この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンの設定と使用が、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境と従来の環境でどのよ う に異
なるかを説明し ます。 この ト ピ ッ クは、 ［MySQL Standard/Community］ オプシ ョ ンを説明するセクシ ョ ンを

反映させるため、 以下のよ う な構成になっています。

重要な注意事項
• 以降の ト ピ ッ クで説明し ていない場合、 本プ ラグイ ンを使用し たク ラス タ ・ データのバッ クア ッ プおよ

びリ ス ト ア手順は、 従来の MySQL サーバー ・ データのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア手順と同様です。

• 以降の ト ピ ッ クでは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境で本プ ラグイ ンを使用する場合に必要な、
MySQL 固有の設定についてのみ説明し ています。 NetVault Backup のアプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラス タ ・ サ

ポー ト を使用し て MySQL サーバー以外の関連データ / フ ァ イルのバッ クア ッ プ / リ ス ト アを管理する設

定手順については説明し ていません。 このプロセスは本プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 この手
順について詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。
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• 次のセクシ ョ ンに進む前に、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 のすべてのク

ラス タ関連情報を確認し、 こ こで説明する内容が MySQL サーバー ・ フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ機能と

どのよ う に関連し ているかを理解し ておいて く だ さい。

プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド
本プ ラグイ ンを イ ンス ト ールするには、 以下の ト ピ ッ クに従います。

イ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for MySQL を ク ラス タ環境にイ ンス ト ールするには、 以下の前提条件を満たす必要があ り ます。

• MySQL フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境を展開する ： 正し く 構成された MySQL ク ラス タ環境が必要で

す。

• NetVault Backup サーバー ・ マシンを別に用意する ： NetVault Backup サーバーと し て使用するマシンが

適切に設定されている必要があり ます。 このマシンは、 MySQL サーバー ・ ク ラス タの外部に設置し、 ク

ラス タ内のノ ー ド （ホス ト ） へのネ ッ ト ワーク接続を行う 必要があ り ます。

ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール
ク ラス タ環境へのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールは、 従来のイ ンス ト ール方法と同じ です。 詳し く は、 「プ ラグイ ン
のイ ンス ト ールと削除」 を参照し て く だ さい。

プラグイ ンの設定
プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド上で以下の手順を実行し ます。

1 NetVault Backup サーバーの NetVault Backup WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ま
す。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で、 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド を開きます。

3 Plug-in for MySQL を開きます。

4 ［すべてのイ ンス タ ンス］ ノ ー ド を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。

5 ［設定］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 利用可能な設定オプシ ョ ンを設定し ます。

使用可能なオプシ ョ ンは、 「プ ラグイ ンの設定」 で説明するオプシ ョ ン と同じ です。

重要： この機能のサポートはRed Hat ClusteringおよびClustered Storage Suiteを使用するRed Hat 
Enterprise Linux（RHEL）v5.x上でテストされ、データベースのデータ・ファイルおよびログを含む

共有ストレージとMySQL （v5.5）2ノード・クラスタ構成を採用します。クラスタリング機能を異

なる構成で使用する場合、実際の運用環境に配置する前に、バックアップおよびリストアをテスト
します。

重要： ［設定］ダイアログ・ボックスの［インスタンス名］フィールドに各クラスタ・インスタン
スを追加します。インスタンスを追加するには、MySQLクラスタ・サービス名をVIRTUAL SERVER 
NAME\INSTANCE NAMEの形式で指定します。
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6 その他のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの作成や、 セカ ンダ リ ・ ノ ー ド 上で既存バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブの変更が
見込まれる場合は、 以下の手順を実行し ます。

a プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド をセカ ンダ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イルオーバーし ます。

b ステ ッ プ 1 からステ ッ プ 5 を繰り返し ます。

c プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド にフ ェ イル ・ バッ ク し ます。

7 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

データのバッ クア ッ プ
［NetVault Backup 選択］ ページで Plug-in for MySQL ノ ー ド を開き、 バッ クア ッ プ対象にする MySQL サーバー

仮想サーバー （またはそれに含まれるアイテム） を選択し ます。

実際には、 このページに表示される イ ンス タ ンス名は、 MySQL ク ラス タ化サービスです。 このノ ー ド でほかの

MySQL ク ラス タ化サービスが稼動し ている場合、 これらのイ ンス タ ンスも Plug-in for MySQL ノ ー ド内に表示

されます。 このよ う な他のイ ンス タ ンスのデータ をバッ クア ッ プ対象と し て選択し ないよ う注意し て く だ さい。

データのリ ス ト ア
Plug-in for MySQL を使用し た リ ス ト アに使用可能なすべてのオプシ ョ ンは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境

でも使用できます。 また、 データ も同様の方法で選択し ます。 唯一の違いは、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブ

セ ッ ト の選択］ ページで、 リ ス ト ア可能なバッ クア ッ プが、 各バッ クア ッ プ中に使用し ていたプ ラ イマ リ ・ ノ ー
ドの下に表示される点です。 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを開始する と、 NetVault Backup はすべてのメ ンバー ・ ク ラ イア

ン ト と通信し、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ を管理し ているマシンを特定し、 このマシンを リ ス ト ア対象と し て
指定し ます。

記載されているすべてのリ ス ト ア実行手順は、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タのリ カバリ でも使用できます。 詳し
く は、 「データのリ ス ト ア」 ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ をス タ ン ド アロンの
NetVault Backup ク ラ イアン ト にリ ス ト アするには、 「異なる MySQL サーバーへのリ ス ト ア」 セクシ ョ ンで説明

し ている手順に従います。

メ モ ： データのバッ クア ッ プまたはリ ス ト アを実行する際は、 プ ラ イマ リ ・ ノ ー ド を使用し てプロセスを
実行し ます。 ノ ー ド を展開し て階層を ド リル ・ ダウン し てい く と、 MySQL ク ラス タ化サービスが表示さ

れ、 ノ ー ドがアク テ ィ ブかど うかによ って、 さ らにアイテムを ド リル ・ ダウン し て選択する こ とができま
す。 ログ情報を管理する目的で、 システムがこのイ ンス タ ンスを使用し ている可能性があるため、 このレ
ベルではいかなる処理も実行し ないで く だ さい。
Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ環境でのプ ラグイ ンの使用
78



Quest NetVault Backup Plug-in for MySQL 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

ト ラ ブルシューテ ィ ング

A

79

ト ラ ブルシューテ ィ ング

この ト ピ ッ クでは一般的なエラーと その解決方法について説明し ます。 この表に記載されていないエラーが発生
し た場合は、 NetVault Backup ログから MySQL エラー番号を取得し、 MySQL のド キュ メ ンテーシ ョ ンで関連す

る ト ラブルの解決手段を参照し て く だ さい。

表2. トラブルシューティング

エラー・メッセージ 説明

• バックアップ・レコードの
追加に失敗しました

• バックアップ・インデック
スをデータベースに書き込
むことができませんでした

これらのメッセージは、選択されたデータのバックアップは完了したもの
の、NetVault Backupによってジョブのインデックス情報がデータベース

に適切に追加されなかったことを示します。このインデックス情報が追加
されていないと、データは正しくリストアされません。

方法1：

NetVault Backup WebUIの［デバイス管理］ページに移動して、ジョブが対

象とするメディアのスキャンを実行します。NetVault Backupでは、バッ

クアップ・ジョブのインデックス情報はNetVaultデータベースとバック

アップ対象メディアの双方に保存されます。このスキャンを実行すること
で、インデックス情報が、NetVaultデータベースに書き込まれます。情報

が追加されたことを確認するには、［リストア・ジョブ作成 — セーブセッ

トの選択］ページを開いて対象のジョブを見つけます。ジョブが参照で
き、リストア・ジョブも設定できる場合には、スキャン処理によってこの
問題は解決されました。

方法2：

方法1が失敗した場合は、バックアップ・ジョブを再実行します。

バックアップがレプリケーショ
ン・エラーを伴って失敗しました。

「レプリケーション・スレーブ・サーバーの開始に失敗しました」などの
メッセージが表示されてバックアップが失敗する場合は、［MySQLレプリ

ケーションを可能にする］チェックボックスは選択したが、レプリケー
ションを設定していない可能性があります。この問題を修正するには、
［設定］ダイアログ・ボックスの［MySQLレプリケーションを可能にす

る］チェック・ボックスをクリアするか、レプリケーションを設定してか
らバックアップ・ジョブを再実行する必要があります。設定の更新につい
て詳しくは、「プラグインの設定」を、レプリケーションについて詳しく
は、「MySQLレプリケーションの使用」を参照してください。

LinuxまたはUNIX環境では、バッ

クアップまたはリストア・ジョブ
が次のエラーで失敗します。

MySQLサーバーへの接続を確立で

きません。接続のオープンに失敗
し、「Can't connect to local MySQL 
server through socket 
‘/tmp/mysql.sock’ (2)（ソケット

/tmp/mysql.sockを介してローカル

MySQLサーバーに接続できません

（2））」というエラーが表示されま

す。

このジョブはMySQLサーバーのソケット・ファイルのデフォルトの場所

/tmp/mysql.sockにアクセスしようとしていますが、ファイルは別の場所

にあります。このファイルは、/var/lib/mysql/mysql.sockまたは

/opt/mysql/mysql.sockなどの場所にある場合があります。この問題に対処

するには、次のコマンドを使用してシンボリック・リンクを作成し、ジョ
ブがソケット・ファイルにアクセスできるようにします。

ln -s <existingFile> <symbolicLinkFile>

パスおよびファイル名のアップデートの詳細については、「プラグインの
設定」を参照してください。



弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社に対するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保護、 ID およ

びアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ューシ ョ ンのポー ト

フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革新に費やす

時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 http://www.bakbone.co.jp

テクニカル・サポート用リソース
テ クニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご

利用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができま

す。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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